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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
年
が
町
民
皆
様
に

と
っ
て
明
る
く
実
り
多
い
年
に
な
る

こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
令
和
５
年
12
月
議
会
定
例

会
が
12
月
８
日
か
ら
13
日
間
に
わ
た

り
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
執
行
部
提
案
24
議
案
、
議
員
発
議

２
議
案
の
合
計
26
議
案
の
審
査
を
行

い
、
全
議
案
と
も
可
決
し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
の
５
類
へ
の
移
行
に
よ
り
、

そ
れ
ま
で
中
止
や
規
模
縮
小
と
な
っ

て
い
た
各
種
行
事
等
が
徐
々
に
通
常

通
り
に
戻
り
始
め
ま
し
た
。
令
和
６

年
こ
そ
は
例
年
通
り
の
日
常
が
戻
っ

て
く
る
こ
と
を
暗
示
さ
せ
る
よ
う
に

穏
や
か
に
明
け
た
元
日
、
能
登
半
島

で
震
度
７
と
い
う
大
地
震
が
発
生

し
、
翌
２
日
に
は
被
災
地
に
救
援
物

資
を
届
け
る
海
上
保
安
庁
の
輸
送
機

と
日
本
航
空
の
旅
客
機
の
滑
走
路
上

で
の
衝
突
死
亡
事
故
発
生
と
い
う
大

変
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事
件
が
起
こ
り

ま
し
た
。
震
災
や
事
故
に
よ
り
お
亡

く
な
り
に
な
ら
れ
た
皆
様
に
衷
心
よ

り
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
災
害
や
事
故
、
特
に
自
然
災
害
は

人
間
の
都
合
に
か
か
わ
り
な
く
、
い

つ
い
か
な
る
時
に
で
も
起
こ
り
得
る

も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
思
い

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
地
震
や
豪
雨
な

ど
を
防
止
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん

が
、
発
災
後
の
被
害
を
最
小
限
に
止

め
、
ス
ム
ー
ズ
な
復
興
に
結
び
付
け

ら
れ
る
備
え
に
つ
い
て
も
う
一
度
考

え
さ
せ
ら
れ
る
歳
の
初
め
と
な
り
ま

し
た
。

新
年
議
長
あ
い
さ
つ

南
部
町
議
会
議
長

　景
山

　浩

12月定例議会報告

　令和5年12月定例議会は12月8日㈮から20日㈫までの会期で開催され、
一般会計補正予算及び条例の制定、一部改正５議案、公の施設の指定管理
の指定9件、追加議案3件及び陳情１件の発議案含む31件が審議され、
すべて可決・承認された。

12月定例議会

討
論

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○

×

○○

×

○○○○

×

○令和５年度南部町一般会計補正予算（第６号）
議員名（議席番号順）

反対 ・公設民営保育園事業について、職員の
人件費増額の提案だが、積算根拠が二転

三転し、審査に値しない。
・保育園の用地の問題について住民に説明がないまま
建設調査費を計上し、報酬引上げを安易に認める構図
である。
　伯耆の国ありきの民間移管を前提とした用地測量調
査費の予算提案には反対する。

賛成 ・この補正予算には低所得者支援対策、
町営バスと日の丸バスの運賃格差解消の

予算も含まれているので賛成する。
・医療、保育、賃上げ、子育て応援など、住民の
様々な困り事などの声に対応した補正予算だ。一刻
も早い支援、支給が必要なものであり賛成する。
・伯耆の国人件費の増額については説明不足であり、
厳しく指摘する。

令和５年度南部町一般会計補正予算（第６号）
歳入歳出予算の総額に２億3852万円を追加し、総額を
歳入歳出それぞれ82億1618万円とする。

統合保育所事
業に

賛否両論
賛成多数で可

決

物価高騰に伴い、町民の生活が困難な現状から、経済支援対策や町営バスと路線バスとの運賃格差
を解消する補正予算、更に、長年の懸案事項であった、さくら・つくし保育園統合整備事業や同園
保育士の処遇改善を盛り込んだ補正予算であった。

3,110
883

7,270

140
240

3,110
19,001
10,476

8,445
880

・統合保育所整備事業
・公設民営保育園運営事業
・電気・ガス・食料品等価格
　高騰重点支援給付金事業
・公共交通対策事業
・三世代同居支援事業

・・・新たな保育所建設予定地の測量他事業費
・・「伯耆の国」保育士の待遇改善を図る
・・・・・非課税世帯の負担軽減を図る

・・・町営バスと路線バスの運賃格差是正を図る
・・住宅の新築、増改築等を行うときの支援金

補正額 計（万円）

主な事業

南部町内路線運行（日ノ丸バス）保育園建設予定地
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5,720
3,296

12,298
13,773

・地域活性化ポイント導入事業 
・電気・ガス・食料品等価格
　高騰重点支援給付金事業

・・全町民への生活支援と経済活性化を図る
・・・・非課税世帯へ世帯あたり10万円を支給

補正額 計（万円）

なんぶ議会だより　第 78号５ なんぶ議会だより　第 78号 ４

12月定例議会報告（発議・追加議案） 12月定例議会報告

・南部町下水道事業の設置等に関する条例の制定について

特別会計他補正予算

賛成多数で可決条例の制定及び一部改正

公の施設の指定管理者の指定について

・ガザ攻撃中止と即時停戦に向けての行動を日本政府に求める
　意見書

・子どものために保育士配置基準の引き上げと、労働条件改善
　による保育士の増員とさらなる賃金引き上げを求める意見書

全員一致
で可決

全員一致で可決

追加議案

議会改革調査特別委員会報告（議会へタブレットの導入）

討
論

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○下水道事業の設置等に関する条例の制定について
議員名（議席番号順）

反対 下水道会計は一般会計からの繰入れが
あって成り立っている。企業会計移行に

よって使用料の値上げに繋がる懸念があり反対する。

賛成 　企業会計への移行は国の方針である。
地方では使用料だけでの収支バランスは

困難である。法定外の繰入れを担保し、住民への
負担がかからない方向が必要である。

　公の施設の指定管理者の指定議案が、さいはくカントリーパーク他、8施設について提案があり、
すべて全員一致で可決された。

陳情結果 全員一致で可決

　議会も情報化時代やペーパーレス化に対応及び議会
情報や災害情報の収集と共有を図る目的で、町からの
貸与を受け、12月議会からタブレット端末を導入し、
議案やデータの共有と、過去のデータ閲覧や確認がス
ムーズに行えるようになりました。さらにリモート会
議などへの活用も検討していきます。

令和５年度南部町一般会計補正予算（第７号）

下水道事業に地方公営企業法の財務規定を適用し、企業会計に移行させるための条例制定。

他4件の条例の一部改正があった。
・特別医療費助成条例の一部改正について（高校卒業までの医療費を無償化する）
・国民健康保険税条例の一部改正について（出産一時金45万円を50万円とする）

国民健康保険事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
浄化槽整備事業特別会計
公共下水道事業特別会計
太陽光発電事業特別会計
水道事業会計補正予算
西迫病院事業会計補正予算
在宅生活支援事業会計補正予算

2,536
85
0
37
0
37
517
180

43,606
21,623
6,310
21,998
7,410
20,817
249,192
4,867

出産育児一時の増額及び繰越金補正

会見第2地区浄化センター動力盤修理補正

ゼロ債による債務負担行為

人件費、ゼロ債補正

光熱水費の不足454万円を積立金で調整

人件費、ゼロ債補正

人件費、ゼロ債補正

人件費補正

案　件　名 補正額 合　計 説　　　　明

ゼロ債：翌年度以降の支出を伴う契約等の行為を行うために議会の議決を経て設定されるもの。

（単位 : 万円）

陳情：どなたでも提出できます。提出された陳情のうちで南部町住民の方からの陳情及び直接持参された陳情は請願に準じた要領で取り
　　　扱います。紹介議員の必要はありません。

「子どものために保育士配置基準の引き上げと、労働条件改善による保育士の増員と
さらなる賃金引き上げを求める意見書」の提出を求める陳情書

案　件　名 陳　情　者
鳥取の保育を考える会会長

石井　由加利

議員が「議案」（3人以上の賛同）を議長に提出すること。また、採択された請願・陳情を
議会の意思として、意見書を国会又は関係行政庁へ提出する。

定例議会開催中に会計補正、条例等の議案の必要が生じた場合、最終日に提案される。

歳入歳出予算の総額に１億523万円を追加し、
総額を歳入歳出それぞれ83億2142万円とする。

全町民へ 5,50
0 円分のポイン

トを

「たすかーど
」で配布し、生

活支援と

町内経済活性
化を図る。

全員一致で可
決

「たすかーど」は大切に保管してください。

主な事業

<タブレット端末導入の効果>
・町と議会および町民の現状を即座に把握でき、すば
　やい対応が可能になる。

・膨大な議会関連資料のペーパーレス化により環境へ
　配慮した取り組みと業務量の削減を行う。

・資料の即時共有や配信、携行により、議員活動の
　活性化が図られる。

・議員間の連絡、情報交換、情報共有の活発化が図ら
　れる。

・資料作成、配布、差し替えなどにおける省力化に
　よって、職員の負担軽減による働き方改革の一環に
　なる。

発議

タブレットを議場で使用
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3,296
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・地域活性化ポイント導入事業 
・電気・ガス・食料品等価格
　高騰重点支援給付金事業

・・全町民への生活支援と経済活性化を図る
・・・・非課税世帯へ世帯あたり10万円を支給

補正額 計（万円）

なんぶ議会だより　第 78号５ なんぶ議会だより　第 78号 ４

12月定例議会報告（発議・追加議案） 12月定例議会報告

・南部町下水道事業の設置等に関する条例の制定について

特別会計他補正予算

賛成多数で可決条例の制定及び一部改正

公の施設の指定管理者の指定について

・ガザ攻撃中止と即時停戦に向けての行動を日本政府に求める
　意見書

・子どものために保育士配置基準の引き上げと、労働条件改善
　による保育士の増員とさらなる賃金引き上げを求める意見書

全員一致
で可決

全員一致で可決

追加議案

議会改革調査特別委員会報告（議会へタブレットの導入）

討
論

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○下水道事業の設置等に関する条例の制定について
議員名（議席番号順）

反対 下水道会計は一般会計からの繰入れが
あって成り立っている。企業会計移行に

よって使用料の値上げに繋がる懸念があり反対する。

賛成 　企業会計への移行は国の方針である。
地方では使用料だけでの収支バランスは

困難である。法定外の繰入れを担保し、住民への
負担がかからない方向が必要である。

　公の施設の指定管理者の指定議案が、さいはくカントリーパーク他、8施設について提案があり、
すべて全員一致で可決された。

陳情結果 全員一致で可決

　議会も情報化時代やペーパーレス化に対応及び議会
情報や災害情報の収集と共有を図る目的で、町からの
貸与を受け、12月議会からタブレット端末を導入し、
議案やデータの共有と、過去のデータ閲覧や確認がス
ムーズに行えるようになりました。さらにリモート会
議などへの活用も検討していきます。

令和５年度南部町一般会計補正予算（第７号）

下水道事業に地方公営企業法の財務規定を適用し、企業会計に移行させるための条例制定。

他4件の条例の一部改正があった。
・特別医療費助成条例の一部改正について（高校卒業までの医療費を無償化する）
・国民健康保険税条例の一部改正について（出産一時金45万円を50万円とする）

国民健康保険事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
浄化槽整備事業特別会計
公共下水道事業特別会計
太陽光発電事業特別会計
水道事業会計補正予算
西迫病院事業会計補正予算
在宅生活支援事業会計補正予算

2,536
85
0
37
0
37
517
180

43,606
21,623
6,310
21,998
7,410
20,817
249,192
4,867

出産育児一時の増額及び繰越金補正

会見第2地区浄化センター動力盤修理補正

ゼロ債による債務負担行為

人件費、ゼロ債補正

光熱水費の不足454万円を積立金で調整

人件費、ゼロ債補正

人件費、ゼロ債補正

人件費補正

案　件　名 補正額 合　計 説　　　　明

ゼロ債：翌年度以降の支出を伴う契約等の行為を行うために議会の議決を経て設定されるもの。

（単位 : 万円）

陳情：どなたでも提出できます。提出された陳情のうちで南部町住民の方からの陳情及び直接持参された陳情は請願に準じた要領で取り
　　　扱います。紹介議員の必要はありません。

「子どものために保育士配置基準の引き上げと、労働条件改善による保育士の増員と
さらなる賃金引き上げを求める意見書」の提出を求める陳情書

案　件　名 陳　情　者
鳥取の保育を考える会会長

石井　由加利

議員が「議案」（3人以上の賛同）を議長に提出すること。また、採択された請願・陳情を
議会の意思として、意見書を国会又は関係行政庁へ提出する。

定例議会開催中に会計補正、条例等の議案の必要が生じた場合、最終日に提案される。

歳入歳出予算の総額に１億523万円を追加し、
総額を歳入歳出それぞれ83億2142万円とする。

全町民へ 5,50
0 円分のポイン

トを

「たすかーど
」で配布し、生

活支援と

町内経済活性
化を図る。

全員一致で可
決

「たすかーど」は大切に保管してください。

主な事業

<タブレット端末導入の効果>
・町と議会および町民の現状を即座に把握でき、すば
　やい対応が可能になる。

・膨大な議会関連資料のペーパーレス化により環境へ
　配慮した取り組みと業務量の削減を行う。

・資料の即時共有や配信、携行により、議員活動の
　活性化が図られる。

・議員間の連絡、情報交換、情報共有の活発化が図ら
　れる。

・資料作成、配布、差し替えなどにおける省力化に
　よって、職員の負担軽減による働き方改革の一環に
　なる。

発議

タブレットを議場で使用
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農
業
の
未
来

Ｑ 

新
規
就
農
者
を
増
や
す
た
め
の
策
は

Ａ 

さ
ら
な
る
指
導
体
制
、
支
え
合
い
の
体
制
を
築
い
て
い
く

一般質問

令和５年12月定例議会一般質問ダイジェスト
質　問　事　項

１

２

３

４

５

６

７

８

９

20

30

30

30

20

30

30

30

30

１

1

2

1

1

2

1

1

2

1

2

1

2

3

1

議 員 名 発言時間

【質問の通告】
一般質問は、議案と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。

農業の未来

スポーツ振興

農業施策

少子化対策

農業問題

保育園の統合

農業支援策

住宅リフォーム制度の確立を求める

町立西伯病院内に人工透析を開始することを求める

西伯病院の経営強化プラン作成後の経営状況

桜の維持管理

生活支援を求める

ごみ問題を問う

保育園アンケート

少子化および子育て施策

あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

白川　立真

荊尾　芳之

板井　　隆

加藤　　学

三鴨　義文

亀尾　共三

仲田　司朗

真壁　容子

細田　元教

白川立真 議員
しらかわ たつみ

現
在
、
ネ
ギ
や
イ
チ
ゴ
、
果
樹

な
ど
で
新
規
就
農
し
て
い
る
若

者
た
ち
が
い
る
。
さ
ら
に
フ
ル
ー
ツ

ロ
ー
ド
構
想
に
関
わ
る
就
農
予
定
者
も

い
る
と
き
い
て
い
る
。
彼
ら
を
し
っ
か

り
と
支
え
て
い
く
こ
と
が
次
の
新
規
就

農
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
所
感
を
問
う
。

新
た
に
農
業
経
営
を
行
う
方
に

は
経
営
安
定
の
段
階
ま
で
き
め

細
や
か
な
支
援
が
必
要
だ
。一
方
、
農
業

参
入
の
課
題
と
し
て
農
地
の
確
保
、資
金

の
確
保
、技
術
の
習
得
が
あ
げ
ら
れ
る
。

技
術
の
習
得
は
一
朝
一
夕
に
は

い
か
な
い
。
指
導
に
当
た
っ

て
は
県
の
普
及
員
や
農
協
営
農
指
導
員

も
い
る
が
、
高
い
技
術
を
持
つ
農
家
の

指
導
が
必
要
不
可
欠
だ
と
思
う
。
そ
の

理
由
と
し
て
、
技
術
だ
け
で
な
く
心
構

え
な
ど
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
町
長
の
考
え
を
問
う
。

高
い
技
術
を
も
つ
農
家
と
の

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導
が
必
要

だ
と
思
う
。一
人
で
や
っ
て
い
け
る

と
こ
ろ
ま
で
町
と
し
て
も
協
力
体
制

を
と
っ
て
い
き
た
い
。

彼
ら
の
多
く
は
農
業
経
験
が

な
い
方
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
さ

ら
に
町
外
か
ら
移
住
す
る
な
ど
し
て

環
境
や
生
活
な
ど
様
々
な
不
安
や
悩

み
を
持
っ
て
い
る
と
思
う
。
彼
ら
同

士
が
と
も
に
勉
強
し
合
い
な
が
ら
切

磋
琢
磨
し
、
不
安
ご
と
な
ど
を
相
談

し
合
え
る
体
制
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
担
当
課
や
地
域
の
方
々
に
も

幅
広
く
関
わ
っ
て
ほ
し
い
。

そ
の
よ
う
な
つ
な
が
り
や
体

制
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

　
新
規
就
農
者
は
孤
独
だ
と
思
う
。

作
物
の
出
来
栄
え
や
収
益
、
ま
た
生

活
な
ど
の
不
安
が
あ
る
と
思
う
。相

談
し
合
え
る
仲
間
は
同
僚
で
あ
る
。

と
も
に
支
え
合
い
、
目
標
に
向
か
っ

て
夢
を
語
り
合
え
る
よ
う
な
つ
な
が

り
を
産
業
課
も
中
心
に
な
っ
て
つ
く

り
上
げ
て
い
き
た
い
。

白
川

白
川

町
長

町
長

町
長

白
川

ス
ポ
ー
ツ
振
興

Ｑ 

町
が
行
う
べ
き
ス
ポ
ー
ツ
振
興
は

Ａ 

健
康
づ
く
り
と
連
動
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
だ

荊尾芳之 議員
かたらお よしゆき

10
月
に
瀬
古
俊
彦
さ
ん
の
講

演
を
聞
く
機
会
が
あ
り
、
ス

ポ
ー
ツ
の
意
義
、
重
要
性
、
ス
ポ
ー

ツ
の
役
割
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

や
は
り
ス
ポ
ー
ツ
は
子
ど
も
た
ち
が

成
長
す
る
過
程
で
、
ま
た
人
間
形
成

を
図
る
上
で
と
て
も
重
要
だ
と
気
づ
い
た
。

　
10
年
後
に
鳥
取
県
で
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
開
催
予
定
で
あ
り
、
こ
れ

を
見
据
え
て
町
は
ど
の
よ
う
に
選
手

育
成
を
行
う
か
問
う
。

鳥
取
県
で
の
国
ス
ポ
の
開

催
は
、
本
町
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
と
っ
て
も
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と

と
ら
え
て
い
る
。
世
界
大
会
や
全
日

本
ク
ラ
ス
な
ど
、
極
め
て
高
い
レ
ベ

ル
の
競
技
力
を
目
指
す
選
手
や
団
体

は
、
県
や
各
種
競
技
団
体
が
担
っ
て

い
る
。
県
は
、
鳥
取
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス

リ
ー
ト
発
掘
事
業
を
進
め
て
い
る
。

町
は
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成

を
担
う
取
組
と
連
携
し
つ
つ
も
、
町

が
担
う
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
柱
は
、
健

康
づ
く
り
と
連
動
し
た
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
の
開

催
に
つ
い
て
、
期
間
及
び
内

容
、
町
内
の
関
わ
り
や
広
報
に
つ
い

て
問
う
。

正
式
名
称
は
、
全
国
健
康

福
祉
祭
と
い
い
、
60
歳
以

上
の
高
齢
者
が
健
康
保
持
、
増
進
、

社
会
参
加
、
生
き
が
い
の
高
揚
等
を

目
的
に
開
催
さ
れ
る
大
会
だ
。
来
年

の
10
月
19
日
か
ら
22
日
ま
で
南
部
町

民
野
球
場
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
を

開
催
す
る
。
選
手
役
員
で
約
３
０
０

人
が
来
町
予
定
だ
。
今
後
開
催
に
あ

た
り
、
実
行
委
員
会
や
運
営
委
員
会

で
大
会
の
成
功
に
向
け
具
体
的
な
検

討
を
は
じ
め
る
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
料
減

免
制
度
に
つ
い
て
問
う
。

施
設
の
利
用
料
減
免
制
度

は
、
「
南
部
町
公
の
施
設

等
の
使
用
料
及
び
使
用
料
減
免
取
扱

規
則
」
で
対
応
し
て
い
る
。
小
・
中

学
生
が
野
球
場
を
使
う
際
の
減
免
は
、

町
民
野
球
場
を
減
免
対
象
と
し
、
カ

ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
は
減
免
対
象
外
だ
。

カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
の
条
例
、

規
則
を
見
る
と
減
免
規
定
が

あ
る
。
西
伯
郡
の
学
童
大
会
を
開
催

す
る
際
、
少
し
で
も
野
球
環
境
の

整
っ
た
球
場
で
試
合
が
で
き
る
よ
う

に
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
減
免
し

て
欲
し
い
。
教
育
長
の
考
え
を
問
う
。

来
年
、
南
部
町
が
西
伯
郡

学
童
野
球
の
事
務
局
だ
と

聞
い
て
い
る
。

　
ど
の
形
が
よ
い
か
、
少
し
検
討
さ

せ
て
欲
し
い
。

荊
尾

教
育
長

教
育
長

令
和
５
年
の
米
の
収
穫
状
況

を
鑑
み
、
町
は
農
家
へ
の
支

援
施
策
を
ど
の
よ
う
に
講
じ
る
の
か
、

ま
た
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
防
除
に
つ
い

て
町
の
取
組
方
法
を
問
う
。

水
稲
の
収
穫
状
況
は
、
日
照

不
足
や
夏
場
の
高
温
障
害
に

加
え
、
本
町
で
は
、
水
稲
の
イ
ネ
カ

メ
ム
シ
の
大
量
発
生
に
よ
り
、
主
食

用
米
の
等
級
低
下
、
収
量
の
減
少
と

い
う
状
況
だ
。
特
に
、
飼
料
用
米
は
、

刈
り
取
り
時
期
が
遅
く
イ
ネ
カ
メ
ム

シ
の
被
害
が
集
中
し
、
甚
大
な
被
害

だ
。
こ
の
対
応
と
し
て
、
防
除
費
用

や
防
除
用
機
械
基
盤
、
減
収
に
よ
る

生
産
者
の
経
営
資
金
な
ど
、
多
岐
に

わ
た
り
検
討
し
、
対
策
を
講
じ
る
。

鳥
取
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
対

策
を
検
討
す
る
。

農
業
施
策

Ｑ 

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
被
害
の
対
策
は

Ａ 

県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
検
討
す
る

町
長

荊
尾

荊
尾

教
育
長

荊
尾

荊
尾

教
育
長
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来
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新
規
就
農
者
を
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や
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の
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は
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さ
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な
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導
体
制
、
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い
の
体
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質　問　事　項

１

２

３

４

５

６

７

８

９

20

30

30

30

20

30

30

30

30

１

1

2

1

1

2

1

1

2

1

2

1

2

3

1

議 員 名 発言時間

【質問の通告】
一般質問は、議案と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。

農業の未来

スポーツ振興

農業施策

少子化対策

農業問題

保育園の統合

農業支援策

住宅リフォーム制度の確立を求める

町立西伯病院内に人工透析を開始することを求める

西伯病院の経営強化プラン作成後の経営状況

桜の維持管理

生活支援を求める

ごみ問題を問う

保育園アンケート

少子化および子育て施策

あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

白川　立真

荊尾　芳之

板井　　隆

加藤　　学

三鴨　義文

亀尾　共三

仲田　司朗

真壁　容子

細田　元教

白川立真 議員
しらかわ たつみ

現
在
、
ネ
ギ
や
イ
チ
ゴ
、
果
樹

な
ど
で
新
規
就
農
し
て
い
る
若

者
た
ち
が
い
る
。
さ
ら
に
フ
ル
ー
ツ

ロ
ー
ド
構
想
に
関
わ
る
就
農
予
定
者
も

い
る
と
き
い
て
い
る
。
彼
ら
を
し
っ
か

り
と
支
え
て
い
く
こ
と
が
次
の
新
規
就

農
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
所
感
を
問
う
。

新
た
に
農
業
経
営
を
行
う
方
に

は
経
営
安
定
の
段
階
ま
で
き
め

細
や
か
な
支
援
が
必
要
だ
。一
方
、
農
業

参
入
の
課
題
と
し
て
農
地
の
確
保
、資
金

の
確
保
、技
術
の
習
得
が
あ
げ
ら
れ
る
。

技
術
の
習
得
は
一
朝
一
夕
に
は

い
か
な
い
。
指
導
に
当
た
っ

て
は
県
の
普
及
員
や
農
協
営
農
指
導
員

も
い
る
が
、
高
い
技
術
を
持
つ
農
家
の

指
導
が
必
要
不
可
欠
だ
と
思
う
。
そ
の

理
由
と
し
て
、
技
術
だ
け
で
な
く
心
構

え
な
ど
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
町
長
の
考
え
を
問
う
。

高
い
技
術
を
も
つ
農
家
と
の

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導
が
必
要

だ
と
思
う
。一
人
で
や
っ
て
い
け
る

と
こ
ろ
ま
で
町
と
し
て
も
協
力
体
制

を
と
っ
て
い
き
た
い
。

彼
ら
の
多
く
は
農
業
経
験
が

な
い
方
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
さ

ら
に
町
外
か
ら
移
住
す
る
な
ど
し
て

環
境
や
生
活
な
ど
様
々
な
不
安
や
悩

み
を
持
っ
て
い
る
と
思
う
。
彼
ら
同

士
が
と
も
に
勉
強
し
合
い
な
が
ら
切

磋
琢
磨
し
、
不
安
ご
と
な
ど
を
相
談

し
合
え
る
体
制
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
担
当
課
や
地
域
の
方
々
に
も

幅
広
く
関
わ
っ
て
ほ
し
い
。

そ
の
よ
う
な
つ
な
が
り
や
体

制
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

　
新
規
就
農
者
は
孤
独
だ
と
思
う
。

作
物
の
出
来
栄
え
や
収
益
、
ま
た
生

活
な
ど
の
不
安
が
あ
る
と
思
う
。相

談
し
合
え
る
仲
間
は
同
僚
で
あ
る
。

と
も
に
支
え
合
い
、
目
標
に
向
か
っ

て
夢
を
語
り
合
え
る
よ
う
な
つ
な
が

り
を
産
業
課
も
中
心
に
な
っ
て
つ
く

り
上
げ
て
い
き
た
い
。

白
川

白
川

町
長

町
長

町
長

白
川

ス
ポ
ー
ツ
振
興

Ｑ 

町
が
行
う
べ
き
ス
ポ
ー
ツ
振
興
は

Ａ 
健
康
づ
く
り
と
連
動
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
だ

荊尾芳之 議員
かたらお よしゆき

10
月
に
瀬
古
俊
彦
さ
ん
の
講

演
を
聞
く
機
会
が
あ
り
、
ス

ポ
ー
ツ
の
意
義
、
重
要
性
、
ス
ポ
ー

ツ
の
役
割
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

や
は
り
ス
ポ
ー
ツ
は
子
ど
も
た
ち
が

成
長
す
る
過
程
で
、
ま
た
人
間
形
成

を
図
る
上
で
と
て
も
重
要
だ
と
気
づ
い
た
。

　
10
年
後
に
鳥
取
県
で
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
開
催
予
定
で
あ
り
、
こ
れ

を
見
据
え
て
町
は
ど
の
よ
う
に
選
手

育
成
を
行
う
か
問
う
。

鳥
取
県
で
の
国
ス
ポ
の
開

催
は
、
本
町
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
と
っ
て
も
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と

と
ら
え
て
い
る
。
世
界
大
会
や
全
日

本
ク
ラ
ス
な
ど
、
極
め
て
高
い
レ
ベ

ル
の
競
技
力
を
目
指
す
選
手
や
団
体

は
、
県
や
各
種
競
技
団
体
が
担
っ
て

い
る
。
県
は
、
鳥
取
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス

リ
ー
ト
発
掘
事
業
を
進
め
て
い
る
。

町
は
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成

を
担
う
取
組
と
連
携
し
つ
つ
も
、
町

が
担
う
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
柱
は
、
健

康
づ
く
り
と
連
動
し
た
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
の
開

催
に
つ
い
て
、
期
間
及
び
内

容
、
町
内
の
関
わ
り
や
広
報
に
つ
い

て
問
う
。

正
式
名
称
は
、
全
国
健
康

福
祉
祭
と
い
い
、
60
歳
以

上
の
高
齢
者
が
健
康
保
持
、
増
進
、

社
会
参
加
、
生
き
が
い
の
高
揚
等
を

目
的
に
開
催
さ
れ
る
大
会
だ
。
来
年

の
10
月
19
日
か
ら
22
日
ま
で
南
部
町

民
野
球
場
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
を

開
催
す
る
。
選
手
役
員
で
約
３
０
０

人
が
来
町
予
定
だ
。
今
後
開
催
に
あ

た
り
、
実
行
委
員
会
や
運
営
委
員
会

で
大
会
の
成
功
に
向
け
具
体
的
な
検

討
を
は
じ
め
る
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
料
減

免
制
度
に
つ
い
て
問
う
。

施
設
の
利
用
料
減
免
制
度

は
、
「
南
部
町
公
の
施
設

等
の
使
用
料
及
び
使
用
料
減
免
取
扱

規
則
」
で
対
応
し
て
い
る
。
小
・
中

学
生
が
野
球
場
を
使
う
際
の
減
免
は
、

町
民
野
球
場
を
減
免
対
象
と
し
、
カ

ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
は
減
免
対
象
外
だ
。

カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
の
条
例
、

規
則
を
見
る
と
減
免
規
定
が

あ
る
。
西
伯
郡
の
学
童
大
会
を
開
催

す
る
際
、
少
し
で
も
野
球
環
境
の

整
っ
た
球
場
で
試
合
が
で
き
る
よ
う

に
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
減
免
し

て
欲
し
い
。
教
育
長
の
考
え
を
問
う
。

来
年
、
南
部
町
が
西
伯
郡

学
童
野
球
の
事
務
局
だ
と

聞
い
て
い
る
。

　
ど
の
形
が
よ
い
か
、
少
し
検
討
さ

せ
て
欲
し
い
。

荊
尾

教
育
長

教
育
長

令
和
５
年
の
米
の
収
穫
状
況

を
鑑
み
、
町
は
農
家
へ
の
支

援
施
策
を
ど
の
よ
う
に
講
じ
る
の
か
、

ま
た
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
防
除
に
つ
い

て
町
の
取
組
方
法
を
問
う
。

水
稲
の
収
穫
状
況
は
、
日
照

不
足
や
夏
場
の
高
温
障
害
に

加
え
、
本
町
で
は
、
水
稲
の
イ
ネ
カ

メ
ム
シ
の
大
量
発
生
に
よ
り
、
主
食

用
米
の
等
級
低
下
、
収
量
の
減
少
と

い
う
状
況
だ
。
特
に
、
飼
料
用
米
は
、

刈
り
取
り
時
期
が
遅
く
イ
ネ
カ
メ
ム

シ
の
被
害
が
集
中
し
、
甚
大
な
被
害

だ
。
こ
の
対
応
と
し
て
、
防
除
費
用

や
防
除
用
機
械
基
盤
、
減
収
に
よ
る

生
産
者
の
経
営
資
金
な
ど
、
多
岐
に

わ
た
り
検
討
し
、
対
策
を
講
じ
る
。

鳥
取
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
対

策
を
検
討
す
る
。

農
業
施
策

Ｑ 

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
被
害
の
対
策
は

Ａ 

県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
検
討
す
る

町
長

荊
尾

荊
尾

教
育
長

荊
尾

荊
尾

教
育
長
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少
子
化
対
策

Ｑ 

こ
れ
ま
で
の
検
証
と
今
後
の
施
策

Ａ 
少
子
化
・
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
施
策
を

板井　隆 議員
いたい たかし

当
議
会
は
子
だ
く
さ
ん
の
奇

跡
の
町
、
岡
山
県
奈
義
町
へ

行
政
調
査
に
出
か
け
た
。
奈
義
町
で

は
独
自
の
経
済
的
な
支
援
に
加
え
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
の
成
長
を
支

え
る
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
た
。

過
去
９
年
間
の
少
子
化
対
策

を
問
う
。

結
婚
支
援
は
出
会
い
の
場
、

マ
ッ
チ
ン
グ
の
増
加
は
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
の
サ
ポ
ー
ト
制
度
が

な
く
、
結
婚
実
績
は
把
握
で
き
な
い
。

出
産
・
子
育
て
に
つ
い
て
は
、
ネ
ウ

ボ
ラ
な
ど
ソ
フ
ト
面
は
高
い
満
足
度

が
あ
っ
た
が
、
遊
び
場
、
預
け
る
場

所
の
要
望
が
多
い
。
総
じ
て
、
明
確

な
少
子
化
対
策
、
人
口
増
加
に
つ
な

が
っ
て
い
な
い
。

今
後
の
施
策
を
問
う
。

特
に
、
結
婚
適
齢
期
の
方
に

結
婚
、
子
ど
も
を
産
み
育
て

た
い
と
思
え
る
環
境
を
整
備
す
る
、

施
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
若
者
世
代
の
転
出
が
多
く
み

ら
れ
、
そ
こ
を
食
い
止
め
る
魅
力
あ
る

町
づ
く
り
を
推
進
し
、
新
し
い
転
入
、

再
転
入
を
呼
び
込
み
、
移
住
か
ら
定

住
に
つ
な
ぐ
た
め
の
宅
地
の
確
保
が

必
要
と
考
え
る
。
少
子
化
対
策
だ
け

で
な
く
、
ま
す
ま
す
加
速
す
る
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
事
業
な
ど
、

総
合
的
な
事
業
展
開
を
し
た
い
。

町
長

■
小
中
一
貫
の
対
応
と
部
活
動
の

地
域
移
行
は
９
年
間
を
見
通
し
目

指
す
子
ど
も
像
を
共
有
す
る
　

小
中
一
貫
の
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
問
う
。

現
在
、
鳥
取
県
に
は
６
つ

の
義
務
教
育
学
校
、
１
つ

の
小
中
一
貫
型
小
中
学
校
が
あ
る
。

本
町
は
、
ま
ち
未
来
科
や
人
権
教
育

な
ど
学
習
の
内
容
や
、
指
導
の
両
面

か
ら
教
育
一
貫
の
視
点
に
立
っ
た
学

習
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
取
組
み
も
義
務

教
育
９
年
間
を
見
通
し
て
目
指
す
子

ど
も
像
を
共
有
し
、
小
中
一
貫
教
育

を
推
進
す
る
。

中
学
校
部
活
動
の
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
問
う
。

少
子
化
に
よ
る
部
活
動
の

影
響
は
多
分
に
あ
る
。
現

在
、
部
活
動
あ
り
方
検
討
委
員
会
を

設
置
し
、
生
徒
の
意
見
も
含
め
検
討

し
て
い
る
。
今
後
、
両
校
の
生
徒
が

と
も
に
参
加
で
き
る
南
部
町
の
ク
ラ

ブ
へ
の
移
行
が
地
域
移
行
に
つ
な
が

る
と
思
う
。
移
行
に
当
た
っ
て
は
、

活
動
す
る
中
学
生
に
最
大
限
配
慮
し
、

段
階
的
に
部
活
動
改
革
を
進
め
た
い
。

背
景

板
井

板
井

板
井

板
井

教
育
長

教
育
長

４
月
に
地
権
者
に
対
し
て
承

諾
を
取
っ
て
い
る
が
法
的
根

拠
は
何
か
。

保
育
所
建
設
候
補
地
の
地
権

者
か
ら
承
諾
書
は
あ
く
ま
で

も
意
向
確
認
に
す
ぎ
な
い
。
承
諾
書

を
頂
く
上
で
は
法
的
根
拠
は
必
要
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。

保
育
園
設
置
に
関
す
る
条
例

の
改
定
な
し
で
承
諾
書
を
取

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

保
育
園
統
合
計
画
は
町
立
保

育
園
２
園
を
統
合
し
て
、
新

た
に
私
立
保
育
所
と
し
て
伯
耆
の
国

が
設
立
し
て
運
営
す
る
方
法
で
協
議

を
進
め
て
い
る
。

　
私
立
な
の
で
、
新
た
な
町
の
条
例

の
制
定
は
必
要
な
く
、
公
私
連
携
協

定
を
交
わ
し
て
事
業
を
進
め
て
い
く
。

折
を
見
て
既
存
の
２
園
を
廃
止
す
る

条
例
改
定
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

現
在
、
新
し
い
園
の
定
員
を

１
２
０
人
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
場
合
、
国
の
基
準
で
保
育
園
の
大

き
さ
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
も
の
か
。

児
童
福
祉
施
設
の
設
置
と
運

営
に
関
す
る
基
準
に
よ
れ
ば

か
な
り
小
さ
い
も
の
に
な
る
。

か
な
り
小
さ
い
も
の
と
は
具

体
的
な
数
字
で
い
く
ら
か
。

何
平
米
以
上
な
い
と
い
け
な

い
か
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

建
物
の
大
き
さ
を
試
算
し
て

い
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
示

せ
な
い
の
か
。

国
の
基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ

て
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

国
の
基
準
で
駐
車
場
は
範
囲

に
入
る
の
か
。

全
国
一
律
の
基
準
は
な
い
。

保
育
園
の
問
題

Ｑ 

１
２
０
人
定
員
の
保
育
施
設
の
大
き
さ
は
ど
の
く
ら
い
か

Ａ 

示
せ
な
い

加
藤

加
藤

加
藤

町
長

南
部
町
で
は
イ
ネ
カ
メ
ム
シ

の
被
害
を
ど
う
把
握
し
て
い

る
か
。

南
部
町
全
体
の
被
害
は
把
握

し
て
い
な
い
が
、
大
国
、
天

津
、
手
間
で
多
く
の
被
害
が
出
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
特
に
飼
料
用
米

に
大
き
な
被
害
が
出
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。11

月
14
日
と
27
日
に
会
合
が

持
た
れ
て
い
る
が
、
何
を
話

し
合
っ
た
の
か
。

14
日
は
飼
料
用
米
の
生
産
に

取
り
組
む
大
規
模
生
産
者
、

Ｊ
Ａ
西
部
、
中
四
国
農
政
局
鳥
取
県
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
鳥
取
、
政
策
金
融
公
庫

な
ど
関
係
者
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
イ

ネ
カ
メ
ム
シ
の
被
害
の
情
報
交
換
を

お
こ
な
っ
た
。

　
27
日
に
は
情
報
交
換
の
中
で
出
て

要
望
の
多
か
っ
た
戸
別
融
資
相
談
会

を
行
っ
た
。

令
和
６
年
度
か
ら
防
除
費
用

が
新
た
に
必
要
に
な
る
が
補

助
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

補
助
制
度
は
実
施
し
な
い
。

関
係
各
所
と
協
議
を
重
ね
、

補
助
の
必
要
性
や
方
法
を
検
討
し
た

上
で
鳥
取
県
へ
協
力
を
要
請
し
な
が

ら
考
え
る
。

農
業
収
入
保
険
で
ど
こ
ま
で

補
償
が
出
来
る
の
か
。

過
去
５
年
の
内
、
最
低
と
最

高
を
除
い
た
３
か
年
の
平
均

の
９
割
が
補
償
さ
れ
る
。

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
被
害

Ｑ 

防
除
費
用
の
補
助
は
ど
う
な
る
か

Ａ 

県
へ
協
力
を
要
請
し
な
が
ら
考
え
る

加
藤

加
藤

加
藤

町
長

町
長

加
藤

町
長

町
長

加
藤

町
長

町
長

町
長

加
藤

町
長

加
藤

町
長

町
長
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かとう まなぶ
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少
子
化
対
策

Ｑ 

こ
れ
ま
で
の
検
証
と
今
後
の
施
策

Ａ 

少
子
化
・
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
施
策
を

板井　隆 議員
いたい たかし

当
議
会
は
子
だ
く
さ
ん
の
奇

跡
の
町
、
岡
山
県
奈
義
町
へ

行
政
調
査
に
出
か
け
た
。
奈
義
町
で

は
独
自
の
経
済
的
な
支
援
に
加
え
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
の
成
長
を
支

え
る
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
た
。

過
去
９
年
間
の
少
子
化
対
策

を
問
う
。

結
婚
支
援
は
出
会
い
の
場
、

マ
ッ
チ
ン
グ
の
増
加
は
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
の
サ
ポ
ー
ト
制
度
が

な
く
、
結
婚
実
績
は
把
握
で
き
な
い
。

出
産
・
子
育
て
に
つ
い
て
は
、
ネ
ウ

ボ
ラ
な
ど
ソ
フ
ト
面
は
高
い
満
足
度

が
あ
っ
た
が
、
遊
び
場
、
預
け
る
場

所
の
要
望
が
多
い
。
総
じ
て
、
明
確

な
少
子
化
対
策
、
人
口
増
加
に
つ
な

が
っ
て
い
な
い
。

今
後
の
施
策
を
問
う
。

特
に
、
結
婚
適
齢
期
の
方
に

結
婚
、
子
ど
も
を
産
み
育
て

た
い
と
思
え
る
環
境
を
整
備
す
る
、

施
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
若
者
世
代
の
転
出
が
多
く
み

ら
れ
、
そ
こ
を
食
い
止
め
る
魅
力
あ
る

町
づ
く
り
を
推
進
し
、
新
し
い
転
入
、

再
転
入
を
呼
び
込
み
、
移
住
か
ら
定

住
に
つ
な
ぐ
た
め
の
宅
地
の
確
保
が

必
要
と
考
え
る
。
少
子
化
対
策
だ
け

で
な
く
、
ま
す
ま
す
加
速
す
る
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
事
業
な
ど
、

総
合
的
な
事
業
展
開
を
し
た
い
。

町
長

■
小
中
一
貫
の
対
応
と
部
活
動
の

地
域
移
行
は
９
年
間
を
見
通
し
目

指
す
子
ど
も
像
を
共
有
す
る
　

小
中
一
貫
の
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
問
う
。

現
在
、
鳥
取
県
に
は
６
つ

の
義
務
教
育
学
校
、
１
つ

の
小
中
一
貫
型
小
中
学
校
が
あ
る
。

本
町
は
、
ま
ち
未
来
科
や
人
権
教
育

な
ど
学
習
の
内
容
や
、
指
導
の
両
面

か
ら
教
育
一
貫
の
視
点
に
立
っ
た
学

習
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
取
組
み
も
義
務

教
育
９
年
間
を
見
通
し
て
目
指
す
子

ど
も
像
を
共
有
し
、
小
中
一
貫
教
育

を
推
進
す
る
。

中
学
校
部
活
動
の
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
問
う
。

少
子
化
に
よ
る
部
活
動
の

影
響
は
多
分
に
あ
る
。
現

在
、
部
活
動
あ
り
方
検
討
委
員
会
を

設
置
し
、
生
徒
の
意
見
も
含
め
検
討

し
て
い
る
。
今
後
、
両
校
の
生
徒
が

と
も
に
参
加
で
き
る
南
部
町
の
ク
ラ

ブ
へ
の
移
行
が
地
域
移
行
に
つ
な
が

る
と
思
う
。
移
行
に
当
た
っ
て
は
、

活
動
す
る
中
学
生
に
最
大
限
配
慮
し
、

段
階
的
に
部
活
動
改
革
を
進
め
た
い
。

背
景

板
井

板
井

板
井

板
井

教
育
長

教
育
長

４
月
に
地
権
者
に
対
し
て
承

諾
を
取
っ
て
い
る
が
法
的
根

拠
は
何
か
。

保
育
所
建
設
候
補
地
の
地
権

者
か
ら
承
諾
書
は
あ
く
ま
で

も
意
向
確
認
に
す
ぎ
な
い
。
承
諾
書

を
頂
く
上
で
は
法
的
根
拠
は
必
要
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。

保
育
園
設
置
に
関
す
る
条
例

の
改
定
な
し
で
承
諾
書
を
取

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

保
育
園
統
合
計
画
は
町
立
保

育
園
２
園
を
統
合
し
て
、
新

た
に
私
立
保
育
所
と
し
て
伯
耆
の
国

が
設
立
し
て
運
営
す
る
方
法
で
協
議

を
進
め
て
い
る
。

　
私
立
な
の
で
、
新
た
な
町
の
条
例

の
制
定
は
必
要
な
く
、
公
私
連
携
協

定
を
交
わ
し
て
事
業
を
進
め
て
い
く
。

折
を
見
て
既
存
の
２
園
を
廃
止
す
る

条
例
改
定
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

現
在
、
新
し
い
園
の
定
員
を

１
２
０
人
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
場
合
、
国
の
基
準
で
保
育
園
の
大

き
さ
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
も
の
か
。

児
童
福
祉
施
設
の
設
置
と
運

営
に
関
す
る
基
準
に
よ
れ
ば

か
な
り
小
さ
い
も
の
に
な
る
。

か
な
り
小
さ
い
も
の
と
は
具

体
的
な
数
字
で
い
く
ら
か
。

何
平
米
以
上
な
い
と
い
け
な

い
か
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

建
物
の
大
き
さ
を
試
算
し
て

い
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
示

せ
な
い
の
か
。

国
の
基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ

て
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

国
の
基
準
で
駐
車
場
は
範
囲

に
入
る
の
か
。

全
国
一
律
の
基
準
は
な
い
。

保
育
園
の
問
題

Ｑ 

１
２
０
人
定
員
の
保
育
施
設
の
大
き
さ
は
ど
の
く
ら
い
か

Ａ 

示
せ
な
い

加
藤

加
藤

加
藤

町
長

南
部
町
で
は
イ
ネ
カ
メ
ム
シ

の
被
害
を
ど
う
把
握
し
て
い

る
か
。

南
部
町
全
体
の
被
害
は
把
握

し
て
い
な
い
が
、
大
国
、
天

津
、
手
間
で
多
く
の
被
害
が
出
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
特
に
飼
料
用
米

に
大
き
な
被
害
が
出
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。11

月
14
日
と
27
日
に
会
合
が

持
た
れ
て
い
る
が
、
何
を
話

し
合
っ
た
の
か
。

14
日
は
飼
料
用
米
の
生
産
に

取
り
組
む
大
規
模
生
産
者
、

Ｊ
Ａ
西
部
、
中
四
国
農
政
局
鳥
取
県
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
鳥
取
、
政
策
金
融
公
庫

な
ど
関
係
者
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
イ

ネ
カ
メ
ム
シ
の
被
害
の
情
報
交
換
を

お
こ
な
っ
た
。

　
27
日
に
は
情
報
交
換
の
中
で
出
て

要
望
の
多
か
っ
た
戸
別
融
資
相
談
会

を
行
っ
た
。

令
和
６
年
度
か
ら
防
除
費
用

が
新
た
に
必
要
に
な
る
が
補

助
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

補
助
制
度
は
実
施
し
な
い
。

関
係
各
所
と
協
議
を
重
ね
、

補
助
の
必
要
性
や
方
法
を
検
討
し
た

上
で
鳥
取
県
へ
協
力
を
要
請
し
な
が

ら
考
え
る
。

農
業
収
入
保
険
で
ど
こ
ま
で

補
償
が
出
来
る
の
か
。

過
去
５
年
の
内
、
最
低
と
最

高
を
除
い
た
３
か
年
の
平
均

の
９
割
が
補
償
さ
れ
る
。

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
被
害

Ｑ 

防
除
費
用
の
補
助
は
ど
う
な
る
か

Ａ 

県
へ
協
力
を
要
請
し
な
が
ら
考
え
る

加
藤

加
藤

加
藤

町
長

町
長

加
藤

町
長

町
長

加
藤

町
長

町
長

町
長

加
藤

町
長

加
藤

町
長

町
長

加藤　学 議員
かとう まなぶ
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農
業
支
援
策

Ｑ 

町
の
財
源
を
使
っ
て
で
も
支
援
す
べ
き
で
は

Ａ 
支
援
を
す
る
考
え
で
方
法
を
検
討
し
て
い
く

三鴨義文 議員
みかも よしふみ

本
町
の
令
和
５
年
産
米
の
収

穫
量
は
、
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の

異
常
発
生
で
大
き
く
減
少
し
、
米
生

産
農
家
に
は
大
変
な
収
入
減
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
被
害
を
、
町
は
ど
の
よ

う
に
把
握
し
、
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

被
害
状
況
や
減
収
の
把
握
は

厳
密
に
は
困
難
だ
が
、
再
生

協
議
会
か
ら
支
払
わ
れ
る
飼
料
用
米

に
対
す
る
水
田
活
用
直
接
支
払
交
付

金
が
、
例
年
と
比
べ
る
と
大
幅
な
減

額
と
な
る
こ
と
の
試
算
は
し
て
い
る
。

　
今
後
、
町
と
し
て
は
、
生
産
者
の

方
か
ら
被
害
状
況
の
聞
き
取
り
等
、

情
報
収
集
し
て
、
県
や
関
係
機
関
と

情
報
共
有
し
な
が
ら
対
応
を
検
討
し

て
い
く
。

米
生
産
農
家
か
ら
す
る
と
、

令
和
３
年
度
の
米
価
下
落
に

よ
る
収
入
減
か
ら
、
や
っ
と
米
価
が

元
に
戻
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
こ
の
度

の
被
害
に
よ
っ
て
小
規
模
農
家
は
離

農
、
大
規
模
農
家
で
は
規
模
縮
小
を

考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念

す
る
。

　
町
は
令
和
３
年
度
の
米
価
下
落
の

時
の
対
応
と
し
て
、
翌
年
度
に
農
業

機
械
の
購
入
に
対
し
て
、
２
分
の
１

の
補
助
金
を
交
付
す
る
事
業
を
新
設

さ
れ
た
。

　
こ
の
事
業
の
実
績
と
財
源
を
問
う
。

こ
の
事
業
は
従
来
か
ら
あ
っ

た
、
汗
か
く
農
業
者
支
援
事

業
に
機
械
整
備
の
メ
ニ
ュ
ー
を
新
設

し
た
も
の
で
、
申
請
件
数
は
２
５
９

件
、
補
助
金
額
が
３
０
２
０
万
６
千

円
で
財
源
は
全
額
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
感
染
症
対
策
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
だ
っ
た
。

こ
の
制
度
は
農
家
の
皆
さ
ん

か
ら
も
非
常
に
人
気
で
、
次

年
度
も
事
業
継
続
を
要
望
し
た
が
、

財
源
を
理
由
に
単
年
度
で
打
ち
切
り

に
な
っ
た
。

　
こ
の
補
助
金
は
全
額
が
国
費
の
交

付
金
で
、
町
の
財
源
は
投
入
さ
れ
て

い
な
い
。

　
こ
の
度
の
よ
う
な
、
町
内
全
域
で

災
害
の
よ
う
な
被
害
が
発
生
し
た
場

合
、
町
は
し
っ
か
り
と
支
援
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

先
日
も
町
長
と
し
て
、
知
事

へ
要
請
書
を
提
出
も
し
、
防

除
費
用
の
補
助
と
技
術
的
な
支
援
を

お
願
い
し
て
、
県
か
ら
一
定
の
応
援

は
頂
け
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
防
除
を
し
な
け
れ
ば
被
害

が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な

い
と
こ
ろ
だ
が
、
実
施
方
法
に
つ
い

て
も
、
効
果
的
な
一
斉
防
除
の
た
め

に
は
品
種
の
違
い
や
農
薬
の
使
用
な

ど
と
い
っ
た
課
題
が
沢
山
あ
り
、
皆

さ
ん
の
協
力
を
得
ね
ば
で
き
な
い
。

県
も
応
援
し
て
い
た
だ
け
る

感
触
だ
と
の
事
だ
が
、
町
が

本
気
に
な
っ
て
、
国
や
県
の
財
源
に

依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う

な
時
こ
そ
町
の
財
源
を
投
入
し
て
支

援
し
て
い
く
。

　
こ
の
こ
と
が
、
町
の
農
地
と
農
業

を
守
っ
て
い
く
重
要
な
施
策
だ
。

　
支
援
の
た
め
の
財
源
と
し
て
、
ふ

る
さ
と
納
税
で
頂
い
た
さ
く
ら
基
金

を
活
用
す
る
な
ど
、
財
源
確
保
し
た

ら
ど
う
か
。

町
民
の
た
め
に
、
こ
う
し
た

危
機
的
な
状
況
、
特
に
災
害

級
の
こ
う
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
た
時

に
は
、
当
然
、
町
民
の
、
ま
た
農
家

の
た
め
に
お
金
を
使
う
べ
き
だ
と

思
っ
て
い
る
。

　
一
斉
防
除
の
た
め
の
課
題
解
決
や

農
家
支
援
に
つ
い
て
、
県
の
普
及
所

や
農
協
の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
方
法

を
検
討
し
て
い
く
。

三
鴨

三
鴨

三
鴨

町
長

町
長

町
長

町
長

三
鴨

住
宅
助
成

Ｑ 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を
求
め
る

Ａ 

今
あ
る
制
度
を
利
用
し
て

人
口
透
析

Ｑ 

西
伯
病
院
で
透
析
治
療
の
実
施
を

Ａ 

他
の
医
療
機
関
に
担
っ
て
も
ら
い
た
い

亀尾共三 議員
かめお きょうぞう

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

の
創
設
を
求
め
て
質
問
す
る
。

　
誰
も
が
「
生
ま
れ
た
地
域
、
住
み

慣
れ
た
家
で
住
み
続
け
た
い
」
と

願
っ
て
い
る
。
住
宅
改
修
工
事
で
は
、

大
工
、
左
官
等
、
地
元
発
注
も
で
き

る
。
町
長
の
言
っ
て
い
る
町
内
で
の

経
済
循
環
に
役
立
つ
こ
と
に
な
る
。

全
国
の
自
治
体
で
も
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
が
多
い
。
こ
れ
ま
で
求
め

て
も
実
施
さ
れ
な
い
が
そ
の
理
由
は

何
か
。
制
度
の
実
施
を
求
め
る
。

他
の
市
町
村
で
取
り
組
ん
で

い
る
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
の
政
策
目
的
は
、
地
元
中
小
企
業

の
支
援
と
経
済
の
活
性
化
、
及
び
個

人
の
消
費
拡
大
だ
。
個
人
の
財
産
形

成
へ
の
税
金
投
入
と
い
う
こ
と
か
ら
、

例
え
ば
、
定
住
促
進
と
か
、
子
育
て

世
代
と
か
、
一
定
の
政
策
目
的
に
か

な
う
も
の
を
対
象
要
件
と
し
て
い
る
。

　
本
町
で
も
、
三
世
帯
同
居
支
援
や

定
住
促
進
奨
励
金
な
ど
実
施
し
て
い

る
。

　
町
内
の
方
の
住
宅
改
築
の
支
援
を

優
先
す
る
こ
と
は
、
高
齢
化
や
、
家

計
収
入
減
な
ど
で
誰
も
が
持
ち
家
の

維
持
・
改
修
に
苦
労
さ
れ
な
が
ら
暮

ら
し
て
い
る
こ
と
と
思
う
。
安
心
し

て
本
町
に
居
住
し
、
家
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
の
難
し
さ
は
、
私
も
心
配

し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
県
の
「
と
っ
と
り
住
ま
い
る
事

業
」
や
本
町
の
制
度
を
利
用
し
家
を

維
持
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。

亀
尾

町
長

議
員
　
西
伯
病
院
で
人
工
透

析
治
療
の
実
施
を
求
め
る
。

　
11
月
９
日
、
南
部
町
議
会
で
、
高

知
県
佐
川
町
の
町
立
病
院
に
、
公
立

病
院
の
運
営
に
つ
い
て
行
政
調
査
に

出
か
け
て
き
た
。
98
床
の
規
模
だ
が
、

経
営
は
黒
字
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
人
工
透
析
治
療
も
行
っ
て
お
り
、

そ
の
運
営
状
況
を
見
る
と
、
年
間
収

入
１
億
２
千
万
円
に
対
し
、
同
支
出

は
約
９
千
万
円
で
、
年
間
約
３
千
万

円
の
収
益
と
い
う
事
で
あ
っ
た
。
人

工
透
析
治
療
の
実
施
を
求
め
た
い
。

透
析
医
療
に
つ
い
て

は
、
診
療
報
酬
が
高

く
、
継
続
的
な
治
療
の
た
め
、
一
定

の
患
者
数
が
確
保
で
き
れ
ば
安
定
的

な
収
入
に
な
ろ
う
か
と
は
思
う
。

　
西
伯
病
院
で
始
め
よ
う
と
思
え
ば
、

施
設
・
設
備
面
で
の
整
備
、
腎
臓
専

門
医
等
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
。

　
身
近
な
病
院
で
透
析
が
で
き
れ
ば

あ
り
が
た
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
と

思
う
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
議
会
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
承
知
し
て
い

る
が
、
人
口
減
少
等
で
医
療
ニ
ー
ズ

が
減
少
す
る
中
に
あ
っ
て
は
、
当
病
院

が
整
備
を
す
る
の
で
は
な
く
、
設
備
・

ス
タ
ッ
フ
の
整
っ
た
医
療
機
関
に
担
っ

て
い
た
だ
く
の
が
良
い
と
思
う
。

　
西
伯
病
院
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
、

人
工
透
析
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
町
立
病
院
と

し
て
、
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

亀
尾

教
育
長

病
院
管
理
者

西伯病院



なんぶ議会だより　第 78号11 なんぶ議会だより　第 78号

一般質問

10

農
業
支
援
策

Ｑ 

町
の
財
源
を
使
っ
て
で
も
支
援
す
べ
き
で
は

Ａ 

支
援
を
す
る
考
え
で
方
法
を
検
討
し
て
い
く

三鴨義文 議員
みかも よしふみ

本
町
の
令
和
５
年
産
米
の
収

穫
量
は
、
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の

異
常
発
生
で
大
き
く
減
少
し
、
米
生

産
農
家
に
は
大
変
な
収
入
減
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
被
害
を
、
町
は
ど
の
よ

う
に
把
握
し
、
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

被
害
状
況
や
減
収
の
把
握
は

厳
密
に
は
困
難
だ
が
、
再
生

協
議
会
か
ら
支
払
わ
れ
る
飼
料
用
米

に
対
す
る
水
田
活
用
直
接
支
払
交
付

金
が
、
例
年
と
比
べ
る
と
大
幅
な
減

額
と
な
る
こ
と
の
試
算
は
し
て
い
る
。

　
今
後
、
町
と
し
て
は
、
生
産
者
の

方
か
ら
被
害
状
況
の
聞
き
取
り
等
、

情
報
収
集
し
て
、
県
や
関
係
機
関
と

情
報
共
有
し
な
が
ら
対
応
を
検
討
し

て
い
く
。

米
生
産
農
家
か
ら
す
る
と
、

令
和
３
年
度
の
米
価
下
落
に

よ
る
収
入
減
か
ら
、
や
っ
と
米
価
が

元
に
戻
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
こ
の
度

の
被
害
に
よ
っ
て
小
規
模
農
家
は
離

農
、
大
規
模
農
家
で
は
規
模
縮
小
を

考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念

す
る
。

　
町
は
令
和
３
年
度
の
米
価
下
落
の

時
の
対
応
と
し
て
、
翌
年
度
に
農
業

機
械
の
購
入
に
対
し
て
、
２
分
の
１

の
補
助
金
を
交
付
す
る
事
業
を
新
設

さ
れ
た
。

　
こ
の
事
業
の
実
績
と
財
源
を
問
う
。

こ
の
事
業
は
従
来
か
ら
あ
っ

た
、
汗
か
く
農
業
者
支
援
事

業
に
機
械
整
備
の
メ
ニ
ュ
ー
を
新
設

し
た
も
の
で
、
申
請
件
数
は
２
５
９

件
、
補
助
金
額
が
３
０
２
０
万
６
千

円
で
財
源
は
全
額
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
感
染
症
対
策
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
だ
っ
た
。

こ
の
制
度
は
農
家
の
皆
さ
ん

か
ら
も
非
常
に
人
気
で
、
次

年
度
も
事
業
継
続
を
要
望
し
た
が
、

財
源
を
理
由
に
単
年
度
で
打
ち
切
り

に
な
っ
た
。

　
こ
の
補
助
金
は
全
額
が
国
費
の
交

付
金
で
、
町
の
財
源
は
投
入
さ
れ
て

い
な
い
。

　
こ
の
度
の
よ
う
な
、
町
内
全
域
で

災
害
の
よ
う
な
被
害
が
発
生
し
た
場

合
、
町
は
し
っ
か
り
と
支
援
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

先
日
も
町
長
と
し
て
、
知
事

へ
要
請
書
を
提
出
も
し
、
防

除
費
用
の
補
助
と
技
術
的
な
支
援
を

お
願
い
し
て
、
県
か
ら
一
定
の
応
援

は
頂
け
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
防
除
を
し
な
け
れ
ば
被
害

が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な

い
と
こ
ろ
だ
が
、
実
施
方
法
に
つ
い

て
も
、
効
果
的
な
一
斉
防
除
の
た
め

に
は
品
種
の
違
い
や
農
薬
の
使
用
な

ど
と
い
っ
た
課
題
が
沢
山
あ
り
、
皆

さ
ん
の
協
力
を
得
ね
ば
で
き
な
い
。

県
も
応
援
し
て
い
た
だ
け
る

感
触
だ
と
の
事
だ
が
、
町
が

本
気
に
な
っ
て
、
国
や
県
の
財
源
に

依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う

な
時
こ
そ
町
の
財
源
を
投
入
し
て
支

援
し
て
い
く
。

　
こ
の
こ
と
が
、
町
の
農
地
と
農
業

を
守
っ
て
い
く
重
要
な
施
策
だ
。

　
支
援
の
た
め
の
財
源
と
し
て
、
ふ

る
さ
と
納
税
で
頂
い
た
さ
く
ら
基
金

を
活
用
す
る
な
ど
、
財
源
確
保
し
た

ら
ど
う
か
。

町
民
の
た
め
に
、
こ
う
し
た

危
機
的
な
状
況
、
特
に
災
害

級
の
こ
う
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
た
時

に
は
、
当
然
、
町
民
の
、
ま
た
農
家

の
た
め
に
お
金
を
使
う
べ
き
だ
と

思
っ
て
い
る
。

　
一
斉
防
除
の
た
め
の
課
題
解
決
や

農
家
支
援
に
つ
い
て
、
県
の
普
及
所

や
農
協
の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
方
法

を
検
討
し
て
い
く
。

三
鴨

三
鴨

三
鴨

町
長

町
長

町
長

町
長

三
鴨

住
宅
助
成

Ｑ 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を
求
め
る

Ａ 
今
あ
る
制
度
を
利
用
し
て

人
口
透
析

Ｑ 

西
伯
病
院
で
透
析
治
療
の
実
施
を

Ａ 

他
の
医
療
機
関
に
担
っ
て
も
ら
い
た
い

亀尾共三 議員
かめお きょうぞう

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

の
創
設
を
求
め
て
質
問
す
る
。

　
誰
も
が
「
生
ま
れ
た
地
域
、
住
み

慣
れ
た
家
で
住
み
続
け
た
い
」
と

願
っ
て
い
る
。
住
宅
改
修
工
事
で
は
、

大
工
、
左
官
等
、
地
元
発
注
も
で
き

る
。
町
長
の
言
っ
て
い
る
町
内
で
の

経
済
循
環
に
役
立
つ
こ
と
に
な
る
。

全
国
の
自
治
体
で
も
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
が
多
い
。
こ
れ
ま
で
求
め

て
も
実
施
さ
れ
な
い
が
そ
の
理
由
は

何
か
。
制
度
の
実
施
を
求
め
る
。

他
の
市
町
村
で
取
り
組
ん
で

い
る
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
の
政
策
目
的
は
、
地
元
中
小
企
業

の
支
援
と
経
済
の
活
性
化
、
及
び
個

人
の
消
費
拡
大
だ
。
個
人
の
財
産
形

成
へ
の
税
金
投
入
と
い
う
こ
と
か
ら
、

例
え
ば
、
定
住
促
進
と
か
、
子
育
て

世
代
と
か
、
一
定
の
政
策
目
的
に
か

な
う
も
の
を
対
象
要
件
と
し
て
い
る
。

　
本
町
で
も
、
三
世
帯
同
居
支
援
や

定
住
促
進
奨
励
金
な
ど
実
施
し
て
い

る
。

　
町
内
の
方
の
住
宅
改
築
の
支
援
を

優
先
す
る
こ
と
は
、
高
齢
化
や
、
家

計
収
入
減
な
ど
で
誰
も
が
持
ち
家
の

維
持
・
改
修
に
苦
労
さ
れ
な
が
ら
暮

ら
し
て
い
る
こ
と
と
思
う
。
安
心
し

て
本
町
に
居
住
し
、
家
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
の
難
し
さ
は
、
私
も
心
配

し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
県
の
「
と
っ
と
り
住
ま
い
る
事

業
」
や
本
町
の
制
度
を
利
用
し
家
を

維
持
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。

亀
尾

町
長

議
員
　
西
伯
病
院
で
人
工
透

析
治
療
の
実
施
を
求
め
る
。

　
11
月
９
日
、
南
部
町
議
会
で
、
高

知
県
佐
川
町
の
町
立
病
院
に
、
公
立

病
院
の
運
営
に
つ
い
て
行
政
調
査
に

出
か
け
て
き
た
。
98
床
の
規
模
だ
が
、

経
営
は
黒
字
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
人
工
透
析
治
療
も
行
っ
て
お
り
、

そ
の
運
営
状
況
を
見
る
と
、
年
間
収

入
１
億
２
千
万
円
に
対
し
、
同
支
出

は
約
９
千
万
円
で
、
年
間
約
３
千
万

円
の
収
益
と
い
う
事
で
あ
っ
た
。
人

工
透
析
治
療
の
実
施
を
求
め
た
い
。

透
析
医
療
に
つ
い
て

は
、
診
療
報
酬
が
高

く
、
継
続
的
な
治
療
の
た
め
、
一
定

の
患
者
数
が
確
保
で
き
れ
ば
安
定
的

な
収
入
に
な
ろ
う
か
と
は
思
う
。

　
西
伯
病
院
で
始
め
よ
う
と
思
え
ば
、

施
設
・
設
備
面
で
の
整
備
、
腎
臓
専

門
医
等
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
。

　
身
近
な
病
院
で
透
析
が
で
き
れ
ば

あ
り
が
た
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
と

思
う
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
議
会
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
承
知
し
て
い

る
が
、
人
口
減
少
等
で
医
療
ニ
ー
ズ

が
減
少
す
る
中
に
あ
っ
て
は
、
当
病
院

が
整
備
を
す
る
の
で
は
な
く
、
設
備
・

ス
タ
ッ
フ
の
整
っ
た
医
療
機
関
に
担
っ

て
い
た
だ
く
の
が
良
い
と
思
う
。

　
西
伯
病
院
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
、

人
工
透
析
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
町
立
病
院
と

し
て
、
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

亀
尾

教
育
長

病
院
管
理
者

西伯病院
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仲田司朗 議員
なかだ しろう

西
伯
病
院
の
経
営
状
況

Ｑ 

経
営
強
化
プ
ラ
ン
で
の
９
月
ま
で
の
推
計
は

Ａ 
経
常
収
支
は
引
き
続
き
非
常
に
厳
し
い

総
務
省
が
公
立
病
院
の
持
続

可
能
な
地
域
医
療
供
給
体
制

を
確
保
す
る
た
め
、
公
立
病
院
改
革

プ
ラ
ン
の
要
請
を
受
け
、
経
営
強
化

プ
ラ
ン
中
長
期
戦
略(

令
和
５
年
度

か
ら
９
年
度)

が
作
成
さ
れ
今
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

令
和
５
年
度
も
既
に
６
か
月

経
過
し
た
中
、
プ
ラ
ン
で
掲

げ
た
数
値
目
標
と
現
状
と
の
差
に
つ

い
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

経
営
強
化
プ
ラ
ン
は

令
和
５
年
度
か
ら
９

年
度
ま
で
の
５
か
年
間
に
経
常
収
支

を
黒
字
化
す
る
た
め
の
取
組
と
数
値

目
標
を
記
載
し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
９
月
末
実
績
を
基
に
推

計
す
れ
ば
、
経
常
収
支
比
率
は
令
和

５
年
度
目
標
値
98
．
89
％
に
対
し

93
．
６
％
、
医
業
収
支
比
率
は
令
和

５
年
度
目
標
値
77
．
52
％
に
対
し

71
．
３
％
、
病
床
利
用
率
は
５
年
度

目
標
値
81
．
82
％
に
対
し
76
．
５
％

な
ど
24
項
目
の
数
値
を
目
標
に
掲
げ

て
い
る
が
目
標
に
達
し
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
。

　
今
年
度
の
経
常
収
支
は
引
き
続
き

非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

医
師
の
確
保
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

現
状
と
し
て
は
、
鳥

取
大
学
医
学
部
か
ら

の
常
勤
医
師
、
診
療
援
助
医
師
の
派

遣
、
自
治
医
科
大
学
卒
業
医
師
等
の

派
遣
に
よ
り
十
分
と
は
い
か
な
い
ま

で
も
必
要
な
医
師
確
保
は
出
来
て
い
る
。

　
医
師
確
保
が
厳
し
い
状
況
で
あ
る

為
今
年
夏
に
医
師
人
材
紹
介
会
社
と

医
師
派
遣
に
係
る
情
報
提
供
の
契
約

を
締
結
し
採
用
し
た
い
。

西
伯
病
院
と
診
療
所
が
連
携

し
た
在
宅
医
療
の
取
組
に
つ

病
院
管
理
者

病
院
管
理
者

南
部
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
は
「
見
て
ご
し
な
い
、
桜

と
蛍
の
舞
う
町
」
と
な
っ
て
い
る
が

法
勝
寺
川
土
手
の
桜
の
木
が
年
々
老

木
化
し
て
枯
れ
か
か
っ
て
い
る
箇
所

が
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
で

テ
ン
グ
ス
病
の
除
去
作
業
を
行
っ
て

い
る
が
、
枯
れ
た
木
の
進
行
は
止
め

ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
通
行
し
て

い
る
中
高
生
や
町
民
の
皆
さ
ん
に
当

た
る
可
能
性
が
あ
り
大
変
危
険
で
あ

る
。
ど
う
す
る
の
か
。

法
勝
寺
川
沿
い
の
桜
並
木
は
、

県
内
で
も
有
数
の
桜
の
名
所

と
し
て
開
催
し
て
町
内
は
も
と
よ
り

町
外
か
ら
も
多
く
の
方
が
来
訪
さ
れ

る
。
南
部
町
の
桜
は
春
の
里
山
風
景

の
象
徴
で
あ
り
、
今
後
も
適
切
な
維

持
管
理
を
行
い
、
80
年
、
１
０
０
年

と
保
全
に
努
め
て
後
世
に
残
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

桜
の
維
持
管
理

Ｑ 

法
勝
寺
川
土
手
の
桜
の
木
が
枯
れ
か
か
っ
て
い
る

Ａ 

保
全
に
努
め
て
後
世
に
残
し
て
い
く

仲
田

仲
田

町
長

仲
田

仲
田

背
景保

育
園
ア
ン
ケ
ー
ト

Ｑ 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
約
は

Ａ 

紙
回
答
で
納
得
い
か
な
い
が
６
割

町
立
保
育
園
４
園
の
存
続
を

求
め
て
質
問
す
る
。
公
立
保

育
園
を
な
く
し
民
営
化
す
る
動
き
が

こ
れ
ま
で
政
府
の
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
政

策
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。
町
民
は
２

園
の
民
間
移
管
と
そ
れ
を
「
伯
耆
の

国
」
前
提
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
疑
問
を
抱
い
て
い
る
。
説
明
す
る

責
任
が
町
に
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
町
が
と
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い

て
、
全
体
の
集
約
を
求
め
る
。
納
得

で
き
な
い
理
由
で
多
か
っ
た
意
見
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

保
護
者
に
つ
い
て
は
、
46
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６
％
の
方
か
ら
回
答
が
あ
り
、

町
の
考
え
に
納
得
・
お
お
む
ね
納
得

と
い
う
回
答
を
８
割
を
超
え
る
方
か

ら
い
た
だ
い
た
。
電
子
回
答
・
紙
回

答
で
は
、
町
の
考
え
に
納
得
で
き
な

い
、
あ
ま
り
で
き
な
い
と
い
う
回
答

が
６
割
を
超
え
た
。
そ
の
理
由
と
し

て
、
統
合
・
民
営
化
に
反
対
が
68
件
、

新
園
の
場
所
に
反
対
が
56
件
い
た
だ

い
て
い
る
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
目
的
は
、
直

接
の
受
益
者
で
あ
る
保
護
者
に
意
見

を
お
聞
き
し
、
施
策
に
反
映
さ
せ
た

い
と
考
え
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
者
に
分
類
し
集
計

を
お
こ
な
う
こ
と
が
適
切
と
考
え
て

い
る
。

住
民
か
ら
は
、
「
ど
う
し
て

保
護
者
か
ら
し
か
意
見
を
聞

か
な
い
の
か
」
と
い
う
声
が
多
か
っ

た
。
民
主
主
義
の
イ
ロ
ハ
で
は
な
い

か
。
保
育
園
を
建
て
る
税
金
は
み
ん

な
が
負
担
し
て
い
る
。
町
づ
く
り
に

み
ん
な
が
意
見
を
言
う
権
利
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
全
体
の
約
６
割
が

納
得
い
か
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
民

間
移
管
に
反
対
す
る
声
が
多
か
っ
た
。

そ
れ
を
ど
う
考
え
る
か
。

保
護
者
か
ら
は
、
早
く
建
て

る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
多

か
っ
た
。
民
間
移
管
に
つ
い
て
は
、

説
明
不
足
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

私
ど
も
の
考
え
を
し
っ
か
り
と
伝
え

て
い
か
な
く
て
は
と
思
っ
た
次
第
だ
。

建
設
費
が
、
町
が
建
て
る
方

が
町
の
負
担
が
少
な
い
と
の

説
明
は
。建

設
費
が
７
億
３
５
０
０
万

円
と
仮
定
し
て
説
明
し
て
き

た
。
当
初
は
町
が
建
て
る
と
国
か
ら

の
補
助
金
は
な
く
、
民
間
が
建
て
た

場
合
に
は
補
助
金
が
あ
る
の
で
民
間

の
方
が
有
利
と
説
明
し
て
き
た
が
、

民
間
が
建
て
る
場
合
の
補
助
金
の
算

出
方
法
に
誤
り
が
あ
り
、
改
め
て
算

定
す
れ
ば
、
民
間
が
建
て
た
方
が
、

町
負
担
が
逆
に
高
く
な
る
の
が
わ

か
っ
た
。国

の
基
準
で
は
定
数
１
２
０

人
く
ら
い
の
規
模
の
基
準
は

ど
れ
く
ら
い
の
建
物
建
設
費
と
い
っ

て
い
る
の
か
。

国
が
定
め
る
交
付
金
の
基
準

額
が
１
億
２
千
万
と
言
う
も

の
が
あ
る
。
国
の
割
合
は
２
分
の
１

と
い
う
明
記
が
あ
る
。

１
億
２
千
万
円
の
２
倍
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
町
は
当
初
か
ら
建
設
費
７
億
円

規
模
と
い
っ
て
き
た
。
国
の
２
倍
以

上
の
建
物
を
建
て
、
そ
れ
を
無
償
で

貸
与
す
る
。
住
民
は
納
得
し
な
い
。

ど
う
説
明
す
る
の
か
。

７
億
円
あ
り
き
で
話
し
て
い

る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
以
上

に
な
る
か
も
知
れ
な
い
し
そ
れ
以
下

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と

だ
。

　
行
財
政
審
議
会
に
も
諮
っ
た
。
手

違
い
も
あ
っ
た
が
、
よ
く
わ
か
っ
た

と
い
う
こ
と
だ
。

何
に
も
答
え
て
い
な
い
。
国

の
基
準
の
２
倍
以
上
の
も
の

を
建
て
、
町
が
全
部
補
填
し
、
そ
れ

を
無
償
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
と
聞
い
て
い
る
。

７
億
円
は
す
み
れ
保
育
園
を

参
考
に
し
た
。

町
長

町
長

町
長

町
長

真
壁

町
長

町
長

真
壁

真
壁

真
壁

真
壁

真
壁

真壁容子 議員
まかべ ようこ

い
て
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

住
民
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
療

養
生
活
が
送
ら
れ
る
よ
う
西
伯
病
院

と
し
て
、
在
宅
療
養
支
援
病
院
の
届

出
を
本
年
12
月
に
行
っ
た
。
診
療

所
・
か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
の
下
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
在
宅
生

活
が
送
れ
る
よ
う
機
能
強
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

西
伯
病
院
に
人
工
透
析
室
を

設
置
で
き
な
い
か
。

今
後
の
人
口
減
少
等

に
よ
り
医
療
ニ
ー
ズ

が
減
少
す
る
中
に
あ
っ
て
透
析
機
能

を
整
備
す
る
の
で
は
な
く
設
備
ス

タ
ッ
フ
の
整
っ
た
地
域
の
透
析
医
療

機
関
で
担
っ
て
い
た
だ
く
の
が
よ
い

と
考
え
て
い
る
。

病
院
管
理
者

病
院
管
理
者

仲
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西
伯
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院
の
経
営
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況

Ｑ 

経
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強
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プ
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ン
で
の
９
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で
の
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計
は

Ａ 

経
常
収
支
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引
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続
き
非
常
に
厳
し
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総
務
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が
公
立
病
院
の
持
続

可
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域
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強
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ラ
ン
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令
和
５
年
度

か
ら
９
年
度)
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今
年
度
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ス
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ー
ト
し
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。

令
和
５
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度
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に
６
か
月

経
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中
、
プ
ラ
ン
で
掲
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値
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標
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現
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と
の
差
に
つ

い
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ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

経
営
強
化
プ
ラ
ン
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令
和
５
年
度
か
ら
９

年
度
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で
の
５
か
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間
に
経
常
収
支

を
黒
字
化
す
る
た
め
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取
組
と
数
値

目
標
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記
載
し
て
い
る
。
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績
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収
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５
年
度
目
標
値
98
．
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利
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は
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度
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81
．
82
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に
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し
76
．
５
％

な
ど
24
項
目
の
数
値
を
目
標
に
掲
げ

て
い
る
が
目
標
に
達
し
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
。

　
今
年
度
の
経
常
収
支
は
引
き
続
き

非
常
に
厳
し
い
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況
で
あ
る
。

医
師
の
確
保
は
ど
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な
っ
て

い
る
の
か
。
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と
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は
、
鳥

取
大
学
医
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部
か
ら

の
常
勤
医
師
、
診
療
援
助
医
師
の
派

遣
、
自
治
医
科
大
学
卒
業
医
師
等
の

派
遣
に
よ
り
十
分
と
は
い
か
な
い
ま

で
も
必
要
な
医
師
確
保
は
出
来
て
い
る
。

　
医
師
確
保
が
厳
し
い
状
況
で
あ
る

為
今
年
夏
に
医
師
人
材
紹
介
会
社
と

医
師
派
遣
に
係
る
情
報
提
供
の
契
約

を
締
結
し
採
用
し
た
い
。

西
伯
病
院
と
診
療
所
が
連
携

し
た
在
宅
医
療
の
取
組
に
つ
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、
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と
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が
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の
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テ
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等
で
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進
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は
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中
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に
当
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可
能
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が
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大
変
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で
あ

る
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す
る
の
か
。

法
勝
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沿
い
の
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並
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は
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県
内
で
も
有
数
の
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の
名
所

と
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て
開
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て
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内
は
も
と
よ
り

町
外
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も
多
く
の
方
が
来
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れ

る
。
南
部
町
の
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は
春
の
里
山
風
景

の
象
徴
で
あ
り
、
今
後
も
適
切
な
維

持
管
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を
行
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、
80
年
、
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年

と
保
全
に
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後
世
に
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こ
と
が
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で
あ
る
と
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る
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の
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に
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町
に
は
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で
は
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か
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町
が
と
っ
た
ア
ン
ケ
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に
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全
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由
で
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よ
う
な
も
の
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。
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に
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て
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、
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に
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、
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で
き
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と
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が
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を
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由
と
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て
、
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・
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に
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対
が
68
件
、

新
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の
場
所
に
反
対
が
56
件
い
た
だ

い
て
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る
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ア
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接
の
受
益
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で
あ
る
保
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に
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映
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せ
た
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と
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で
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に
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し
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こ
と
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と
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は
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を
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の
か
」
と
い
う
声
が
多
か
っ

た
。
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主
主
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の
イ
ロ
ハ
で
は
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か
。
保
育
園
を
建
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る
税
金
は
み
ん

な
が
負
担
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て
い
る
。
町
づ
く
り
に

み
ん
な
が
意
見
を
言
う
権
利
が
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る

の
で
は
な
い
か
。
全
体
の
約
６
割
が

納
得
い
か
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
民

間
移
管
に
反
対
す
る
声
が
多
か
っ
た
。

そ
れ
を
ど
う
考
え
る
か
。

保
護
者
か
ら
は
、
早
く
建
て

る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
多

か
っ
た
。
民
間
移
管
に
つ
い
て
は
、

説
明
不
足
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

私
ど
も
の
考
え
を
し
っ
か
り
と
伝
え

て
い
か
な
く
て
は
と
思
っ
た
次
第
だ
。

建
設
費
が
、
町
が
建
て
る
方

が
町
の
負
担
が
少
な
い
と
の

説
明
は
。建

設
費
が
７
億
３
５
０
０
万

円
と
仮
定
し
て
説
明
し
て
き

た
。
当
初
は
町
が
建
て
る
と
国
か
ら

の
補
助
金
は
な
く
、
民
間
が
建
て
た

場
合
に
は
補
助
金
が
あ
る
の
で
民
間

の
方
が
有
利
と
説
明
し
て
き
た
が
、

民
間
が
建
て
る
場
合
の
補
助
金
の
算

出
方
法
に
誤
り
が
あ
り
、
改
め
て
算

定
す
れ
ば
、
民
間
が
建
て
た
方
が
、

町
負
担
が
逆
に
高
く
な
る
の
が
わ

か
っ
た
。国

の
基
準
で
は
定
数
１
２
０

人
く
ら
い
の
規
模
の
基
準
は

ど
れ
く
ら
い
の
建
物
建
設
費
と
い
っ

て
い
る
の
か
。

国
が
定
め
る
交
付
金
の
基
準

額
が
１
億
２
千
万
と
言
う
も

の
が
あ
る
。
国
の
割
合
は
２
分
の
１

と
い
う
明
記
が
あ
る
。

１
億
２
千
万
円
の
２
倍
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
町
は
当
初
か
ら
建
設
費
７
億
円

規
模
と
い
っ
て
き
た
。
国
の
２
倍
以

上
の
建
物
を
建
て
、
そ
れ
を
無
償
で

貸
与
す
る
。
住
民
は
納
得
し
な
い
。

ど
う
説
明
す
る
の
か
。

７
億
円
あ
り
き
で
話
し
て
い

る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
以
上

に
な
る
か
も
知
れ
な
い
し
そ
れ
以
下

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と

だ
。

　
行
財
政
審
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会
に
も
諮
っ
た
。
手

違
い
も
あ
っ
た
が
、
よ
く
わ
か
っ
た

と
い
う
こ
と
だ
。
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い
な
い
。
国

の
基
準
の
２
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以
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の
も
の

を
建
て
、
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填
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、
そ
れ

を
無
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で
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か
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て
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。
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れ
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。
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い
て
、
ど
う
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っ
て
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る
の
か
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住
民
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た
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し
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療

養
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西
伯
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と
し
て
、
在
宅
療
養
支
援
病
院
の
届

出
を
本
年
12
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に
行
っ
た
。
診
療

所
・
か
か
り
つ
け
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と
の
連
携
の
下
、

町
民
の
皆
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が
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て
在
宅
生

活
が
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図
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。
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に
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。
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析
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で
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仲
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猛暑での育苗や大雪によるハウスの心配、
重労働もありますが苦に感じることはな

く、美味しいいちごを作るために試行錯誤して
いることが、とにかく楽しいです。
自分が納得できるいちごを作るために作業がで
きる事に幸せを感じています。

苦労があると思いますがQ

A

子育てにも目途が立ち自分がやってみたい事
を模索していて、南部町に帰ってみると昔よ

り静かになってるなと感じ、地域活性化に繋がる仕
事は何かと。その後師匠となる中村さんに相談した
ら「一次産業から出来ることを仕事にしてみたら」
と言われたことや、師匠の考え方や仕事の取り組み
方に感銘を受け、弟子入りしました。

いちご栽培を始めたきっかけはQ

３種類のジャム

・「ひろみいちご」（現在３年目）
・南部町市山1087－1『えんがーの』の向い
・アパレル業界から農家に転身

いちごの高設栽培

A

いちごの販売時期以外では収益がないことを
頭では分かってはいましたが、心配な毎日。

そこで美味しいいちごを一年中楽しんでもらえるよ
うにジャム作りに着手しています。今はいちご同様
直販や「えんがーの」で販売していますが、今後は
オンラインやふるさと納税などでも販売したいです。

これからの目標はQ

A

ご予約　お問い合わせ先

こだわりの美味しいいちごを直接お渡し
したいのでご予約をお願いします。

なんぶ議会だより　第 78号15 14

一般質問

少
子
化
お
よ
び
子
育
て
施
策

Ｑ 

子
ど
も
を
中
心
と
し
た
政
策
が
必
要

Ａ 
子
育
て
支
援
課
を
中
心
に
事
業
を
行
う

国
は
こ
ど
も
家
庭
庁
を
発
足

し
、
子
ど
も
中
心
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
と
言
っ
て
い
る
。
わ
が

町
で
も
国
の
政
策
を
活
用
し
、
子
ど
も

を
中
心
と
し
た
政
策
が
必
要
と
思
う
。

本
町
で
は
、
子
育
て
支
援
課

を
中
心
に
各
課
と
連
携
し
、

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
ネ
ウ
ボ
ラ
、
産
後
ケ
ア
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
、
一
時
保
育
、
各

種
相
談
、
子
ど
も
食
堂
、
児
童
館
の

充
実
、
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

（
要
対
策
）
と
の
情
報
連
携
な
ど
、

様
々
な
施
策
を
行
っ
て
い
る
。

国
の
支
援
を
受
け
、
わ
が
町

で
で
き
る
施
策
を
多
く
取
り

入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

子
ど
も
子
育
て
関
係
施
策

は
、
様
々
行
っ
て
い
る
が
、

子
育
て
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を

よ
り
強
く
す
る
た
め
、
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
義
務
付
け
に
な

り
ま
す
の
で
、
こ
の
開
設
に
向
け
て

準
備
を
進
め
る
。

子
育
て
中
の
両
親
に
対
す
る

支
援
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

昨
今
の
要
保
護
児
童
の
状
況

を
鑑
み
る
と
、
家
庭
環
境
に

起
因
す
る
事
象
が
見
ら
れ
ま
す
。
要

対
協
ケ
ー
ス
を
見
ま
し
て
も
、
31
世

帯
の
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
20

世
帯
が
両
親
の
支
援
が
必
要
で
す
。

各
課
と
連
携
し
ケ
ー
ス
ご
と
に
個
別

支
援
を
し
て
い
く
。

国
が
「
子
ど
も
ど
真
ん
中
」

な
政
治
を
す
る
と
言
っ
て
い

ま
す
。
本
町
も
「
子
ど
も
ど
真
ん

中
」
と
同
時
に
教
育
に
つ
い
て
も
一

体
で
す
の
で
、
子
ど
も
教
育
の
ま
ち

南
部
町
、
こ
れ
を
目
指
す
町
政
が
必

要
と
思
う
。
そ
れ
と
同
時
に
11
月
１

日
は
教
育
の
日
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
併
せ
て
南
部
町
子
育
て
中
心

政
策
機
関
を
作
る
こ
と
を
検
討
で
き

な
い
か
。ま

っ
た
く
異
存
は
あ
り
ま
せ

ん
。
町
と
し
て
日
に
ち
を
決

め
て
、
み
ん
な
で
取
り
組
む
と
い
う

こ
と
も
大
事
だ
と
思
う
の
で
、
総
合

的
に
勘
案
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

町
長

細
田

細
田

細
田

細田元教 議員
ほそだ もとのり

町
長

10月

木
水
日
月
水
木
木
金
日
木
月
火

5
11
15
16
18
19
19
20
22
26
30
31

日 曜日 会議･行事

議会全員協議会
広報常任委員会①
西伯文化会館解放まつり
西部町村議長会連絡会
広報常任委員会②
日本海政経懇話会　10月例会

南部町・伯耆町清掃施設管理組合視察研修

熱と光の解放文化祭
広報常任委員会③

鳥取県町村議会議長会役員行政調査

12月

月
火
木

金

月
火
水

木

金

月

火

水
金
火

4
5
7

8

11
12
13

14

15

18

19

20
22
26

日 曜日 会議･行事

南部町伯耆町清掃施設管理組合議会臨時会
日本海政経懇話会１２月例会
民生教育常任委員会
議会運営委員会
議会全員協議会
定例議会　本会議
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問
常任委員会
全国コミュニティスクール研究大会レセプション
常任委員会
全国コミュニティスクール研究大会
議会運営委員会
常任委員会
議会運営委員会
議会全員協議会
定例議会　本会議
西部町村議長会連絡会
西部広域行政管理組合議会決算審査特別委員会

議会活動日誌
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地方行政調査特別委員会地方行政調査
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町村議長全国大会
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水
火
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1
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西部広域行政管理組合議会定例会
地方行政調査特別委員会地方行政調査
後期高齢医療広域連合議会定例会
議会全員協議会
鳥取県町村議会議員研修会
議会全員協議会
臨時議会　本会議
町村議長全国大会

鳥取県オリジナルいちご
「とっておき」

AKARI_FARM_NANBU

（P16、17）

山根 宏美 さん
ひろみやまね

TEL：090－9509－8351
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16
18
19
19
20
22
26
30
31

日 曜日 会議･行事

議会全員協議会
広報常任委員会①
西伯文化会館解放まつり
西部町村議長会連絡会
広報常任委員会②
日本海政経懇話会　10月例会

南部町・伯耆町清掃施設管理組合視察研修

熱と光の解放文化祭
広報常任委員会③

鳥取県町村議会議長会役員行政調査

12月

月
火
木

金

月
火
水

木

金

月

火

水
金
火

4
5
7

8

11
12
13

14

15

18

19

20
22
26

日 曜日 会議･行事

南部町伯耆町清掃施設管理組合議会臨時会
日本海政経懇話会１２月例会
民生教育常任委員会
議会運営委員会
議会全員協議会
定例議会　本会議
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問
常任委員会
全国コミュニティスクール研究大会レセプション
常任委員会
全国コミュニティスクール研究大会
議会運営委員会
常任委員会
議会運営委員会
議会全員協議会
定例議会　本会議
西部町村議長会連絡会
西部広域行政管理組合議会決算審査特別委員会

議会活動日誌
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水
火
水
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水
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水

1
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20
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22

27

29

日 曜日 会議･行事
たすかーど発行記念セレモニー
江府町制70周年記念式典

地方行政調査特別委員会地方行政調査

議会運営委員会
西部広域行政管理組合議会定例会
地方行政調査特別委員会地方行政調査
後期高齢医療広域連合議会定例会
議会全員協議会
鳥取県町村議会議員研修会
議会全員協議会
臨時議会　本会議
町村議長全国大会

11月

水
火
水
木
金

月

火

水

月

水

1
7
8
9
10

20

21

22

27

29

日 曜日 会議･行事
たすかーど発行記念セレモニー
江府町制70周年記念式典

地方行政調査特別委員会地方行政調査

議会運営委員会
西部広域行政管理組合議会定例会
地方行政調査特別委員会地方行政調査
後期高齢医療広域連合議会定例会
議会全員協議会
鳥取県町村議会議員研修会
議会全員協議会
臨時議会　本会議
町村議長全国大会

鳥取県オリジナルいちご
「とっておき」

AKARI_FARM_NANBU

（P16、17）

山根 宏美 さん
ひろみやまね

TEL：090－9509－8351
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地方行政調査特別委員会　報告　　

　南部町議会は、徳島県上勝町、高知県佐川町、岡山県奈義町への行政調査を行いま
した。人口減少など様々な課題を解決するため、先進自治体の取り組みや効果を視察
調査し、今後の町政へ資することを目的としています。

徳島県 上勝町

　平成14年に町内タクシーが休業。さらに平成16年
には主要路線である徳島バス上勝路線が廃止されまし
た。現在、「一般社団法人ひだまり」が中心となって
利用会員と登録運転者をつないでいます。過疎化の進
む中、利用者は増加傾向にあり病院や買い物など住民
同士の助け合いが地域を支えていました。

行政調査行政調査 地方行政調査特別委員会より地方行政調査特別委員会より

①有償ボランティアによる
　公共交通

　ゴミのリサイクル率80%を達成しています。人口
1500人のこの町では、かつては「野焼き」が主流で
あったと伺いました。しかし、ダイオキシンなどが社
会問題となるか、高額な焼却炉を整備することよりも
『ゴミそのものを出さないようにしよう』が住民協議
で決まったと伺いました。現在、ゴミは住民持ち込み
で45種に分別されています。
　ごみの減容化に取り組むわが町としてもよい参考に
なりました。

②ごみの減量化施策

　町立高北病院は地域から信頼される病院をめざし、
職員スタッフみずから病院の経営改革に取り組んでい
ます。病床転換などをおこない介護サービスも取り入
れながら「住み慣れた町・家で一体的に完結できる
地域包括支援ケアシステム」の拠点としての姿はよい
参考になりました。

①自治体病院の健全経営

　佐川町の森林面積は7割以上を占めています。自伐型林業の柱は、
地域おこし協力隊を担い手とする雇用の創出、町が主体となって林地
の集約、そして伐採材の活用です。これまで手の入っていなかった森
林を整備することで木の価値を高め、移住定住の促進に貢献していま
す。南部町においても森林の活性は大きなテーマとなっています。

②自伐型林業による森林活性

　町独自の子育て支援政策や若者定住施策を進めた結果、令和元年の合計特殊出生率が日本トップクラス
の2.95になった町です。少子化による人口減少は、この町を守り続けてきた高齢者の安全・安心につなが
る課題だということを住民同士で共有しています。「少子化対策は最大の高齢者福祉」というビジョンの
もと高齢者や保護者同士みんなで子育てに関わっている姿は印象的でした。「なぎチャイルドホーム」は
20年後を見据えた拠点としてその中心にありました。

①子育て支援政策や若者定住施策

徳島県
香川県

愛媛県
高知県

上勝町

佐川町

徳島県
香川県

愛媛県
高知県

山口県

広島県

島根県
鳥取県

岡山県 奈義町

期間：11月８日㈬～10日㈮・21日㈫

かみ かつ

さ かわ

な ぎ

高知県 佐川町

岡山県 奈義町
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地方行政調査特別委員会　報告　　

　南部町議会は、徳島県上勝町、高知県佐川町、岡山県奈義町への行政調査を行いま
した。人口減少など様々な課題を解決するため、先進自治体の取り組みや効果を視察
調査し、今後の町政へ資することを目的としています。

徳島県 上勝町

　平成14年に町内タクシーが休業。さらに平成16年
には主要路線である徳島バス上勝路線が廃止されまし
た。現在、「一般社団法人ひだまり」が中心となって
利用会員と登録運転者をつないでいます。過疎化の進
む中、利用者は増加傾向にあり病院や買い物など住民
同士の助け合いが地域を支えていました。

行政調査行政調査 地方行政調査特別委員会より地方行政調査特別委員会より

①有償ボランティアによる
　公共交通

　ゴミのリサイクル率80%を達成しています。人口
1500人のこの町では、かつては「野焼き」が主流で
あったと伺いました。しかし、ダイオキシンなどが社
会問題となるか、高額な焼却炉を整備することよりも
『ゴミそのものを出さないようにしよう』が住民協議
で決まったと伺いました。現在、ゴミは住民持ち込み
で45種に分別されています。
　ごみの減容化に取り組むわが町としてもよい参考に
なりました。

②ごみの減量化施策

　町立高北病院は地域から信頼される病院をめざし、
職員スタッフみずから病院の経営改革に取り組んでい
ます。病床転換などをおこない介護サービスも取り入
れながら「住み慣れた町・家で一体的に完結できる
地域包括支援ケアシステム」の拠点としての姿はよい
参考になりました。

①自治体病院の健全経営

　佐川町の森林面積は7割以上を占めています。自伐型林業の柱は、
地域おこし協力隊を担い手とする雇用の創出、町が主体となって林地
の集約、そして伐採材の活用です。これまで手の入っていなかった森
林を整備することで木の価値を高め、移住定住の促進に貢献していま
す。南部町においても森林の活性は大きなテーマとなっています。

②自伐型林業による森林活性

　町独自の子育て支援政策や若者定住施策を進めた結果、令和元年の合計特殊出生率が日本トップクラス
の2.95になった町です。少子化による人口減少は、この町を守り続けてきた高齢者の安全・安心につなが
る課題だということを住民同士で共有しています。「少子化対策は最大の高齢者福祉」というビジョンの
もと高齢者や保護者同士みんなで子育てに関わっている姿は印象的でした。「なぎチャイルドホーム」は
20年後を見据えた拠点としてその中心にありました。

①子育て支援政策や若者定住施策

徳島県
香川県

愛媛県
高知県

上勝町

佐川町

徳島県
香川県

愛媛県
高知県

山口県

広島県

島根県
鳥取県

岡山県 奈義町

期間：11月８日㈬～10日㈮・21日㈫

かみ かつ

さ かわ

な ぎ

高知県 佐川町

岡山県 奈義町
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令和６年度 町政に対する要望事項
町政に対する要望事項

１．人口減少対策、少子化対策
人口減少対策に危機感をもって、施策を講じる必要がある。
⑴具体的な目標（数値）を掲げて、それを達成するために、どういう施策を実行していくのかを求める。
⑵人口減少により集落維持が困難になってきている。県道や集落間の道路の草刈り作業等が出来なくなりつつ
　あるため、早急に対策を求める。
　「南部町ふれあい道路サポート事業」を活用されている団体はもちろんだが、活用できない団体や集落に
　事情を聴いていただくことを求める。
⑶わが町はこれまで様々な少子化対策を打ち出してきた。しかし、合計特殊出生率は県平均よりも低い約1.25
　である。少子化に歯止めをかける抜本的な対策を講じることを求める。

２．農業対策
⑴南部町の基幹産業である農業を守り、生活が成り立つ農業にすること。
　イネカメムシ防除対策について、実施方法、実施主体、費用負担、県及び町の補助金、等々喫緊の課題解決
　を求める。また融資を受けた場合の利子については、町の利子補給制度の新設を求める。

３．公共施設の整理をされたい
⑴手つかず或いは投げっぱなしの公共施設が依然として見受けられる。早急に存続か廃止か、または地域への
　移譲かなど方向性を出すべきである。

５．人権対策のさらなる強化
⑴「だれひとりも取り残さない」というＳＤＧｓの理念のもと、子どもの貧困対策において、就学援助や奨学
　金制度のさらなる拡充を求める。
⑵内閣府が公表した「ジェンダーギャップ指数2022」では日本は146か国中116位とある。韓国やASEAN諸国
　よりも低い結果となった。ジェンダー平等の観点からジェンダー格差などの相談に町が対応できる体制を整
　えることを求める。

７．環境対策の抜本的な充実
⑴「南部町地域脱炭素に向けた再エネの最大限導入のための計画」にもとづき、民生部門（家庭）への再エネ
　設備導入を促進するため、抜本的な補助制度の見直しを求める。また、町の施設において、バイオマス燃料
　など再生エネルギーの自給率を高めることを求める。
⑵ゴミの減量化について、町は一段と踏み込んだごみの減量化を促進すること。また、住民へ温暖化対策の意
　義を伝え、フードロスやゴミの分別促進に関わる啓発を積極的に行いリサイクル率の向上につなげること。
　合わせて住民一人一人が温暖化防止の一翼を担っている事を周知していただきたい。

８．中学校制服、学校給食費の負担軽減
⑴制服の補助制度について、「指定服」であることをふまえ子育て支援の一環として令和7年度以降も継続す
　ることを求める。
⑵給食費について、円安や戦争に起因する物価の高騰は住民の暮らしに暗い影を落としている。給食費のさら
　なる負担軽減、多子世帯については抜本的な負担軽減を求める。

９．健康診査
⑴南部町での全体的な受診率は県平均よりも高い。一方で、婦人科（子宮がん、乳がん）の受診率は低い。
　早期発見がカギを握る事からがん検診の啓発に努めることを求める。
⑵人工透析の原因となる糖尿病と高血圧症の早期発見と予防に力を入れることを求める。

６．保育園の運営
⑴保育園は、子どもが生涯にわたる人間形成にとって極めて重要な時期に、その生活時間の大半を過ごす場で
　ある。町として保育責任を明確にし、子どもたちの個性や成長に合わせ、よりきめ細やかでクオリティーの
　高い保育を目指すことを求める。
⑵また、保育士については引き続き職員確保、待遇改善、格差是正に努めることを求める。

４．町道対策
⑴除雪対策について、令和５年１月の大雪の際には、除雪体制が機能せず、町内は路線バスを含め大混乱と
　なった。その経験を活かし、除雪体制の強化を求める。
⑵町道管理について、危険木や障害木などの樹木の伐採を行い、安全確保を求める。

民生教育常任委員会よりの要望

総務経済常任委員会よりの要望
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令和６年度 町政に対する要望事項
町政に対する要望事項

１．人口減少対策、少子化対策
人口減少対策に危機感をもって、施策を講じる必要がある。
⑴具体的な目標（数値）を掲げて、それを達成するために、どういう施策を実行していくのかを求める。
⑵人口減少により集落維持が困難になってきている。県道や集落間の道路の草刈り作業等が出来なくなりつつ
　あるため、早急に対策を求める。
　「南部町ふれあい道路サポート事業」を活用されている団体はもちろんだが、活用できない団体や集落に
　事情を聴いていただくことを求める。
⑶わが町はこれまで様々な少子化対策を打ち出してきた。しかし、合計特殊出生率は県平均よりも低い約1.25
　である。少子化に歯止めをかける抜本的な対策を講じることを求める。

２．農業対策
⑴南部町の基幹産業である農業を守り、生活が成り立つ農業にすること。
　イネカメムシ防除対策について、実施方法、実施主体、費用負担、県及び町の補助金、等々喫緊の課題解決
　を求める。また融資を受けた場合の利子については、町の利子補給制度の新設を求める。

３．公共施設の整理をされたい
⑴手つかず或いは投げっぱなしの公共施設が依然として見受けられる。早急に存続か廃止か、または地域への
　移譲かなど方向性を出すべきである。

５．人権対策のさらなる強化
⑴「だれひとりも取り残さない」というＳＤＧｓの理念のもと、子どもの貧困対策において、就学援助や奨学
　金制度のさらなる拡充を求める。
⑵内閣府が公表した「ジェンダーギャップ指数2022」では日本は146か国中116位とある。韓国やASEAN諸国
　よりも低い結果となった。ジェンダー平等の観点からジェンダー格差などの相談に町が対応できる体制を整
　えることを求める。

７．環境対策の抜本的な充実
⑴「南部町地域脱炭素に向けた再エネの最大限導入のための計画」にもとづき、民生部門（家庭）への再エネ
　設備導入を促進するため、抜本的な補助制度の見直しを求める。また、町の施設において、バイオマス燃料
　など再生エネルギーの自給率を高めることを求める。
⑵ゴミの減量化について、町は一段と踏み込んだごみの減量化を促進すること。また、住民へ温暖化対策の意
　義を伝え、フードロスやゴミの分別促進に関わる啓発を積極的に行いリサイクル率の向上につなげること。
　合わせて住民一人一人が温暖化防止の一翼を担っている事を周知していただきたい。

８．中学校制服、学校給食費の負担軽減
⑴制服の補助制度について、「指定服」であることをふまえ子育て支援の一環として令和7年度以降も継続す
　ることを求める。
⑵給食費について、円安や戦争に起因する物価の高騰は住民の暮らしに暗い影を落としている。給食費のさら
　なる負担軽減、多子世帯については抜本的な負担軽減を求める。

９．健康診査
⑴南部町での全体的な受診率は県平均よりも高い。一方で、婦人科（子宮がん、乳がん）の受診率は低い。
　早期発見がカギを握る事からがん検診の啓発に努めることを求める。
⑵人工透析の原因となる糖尿病と高血圧症の早期発見と予防に力を入れることを求める。

６．保育園の運営
⑴保育園は、子どもが生涯にわたる人間形成にとって極めて重要な時期に、その生活時間の大半を過ごす場で
　ある。町として保育責任を明確にし、子どもたちの個性や成長に合わせ、よりきめ細やかでクオリティーの
　高い保育を目指すことを求める。
⑵また、保育士については引き続き職員確保、待遇改善、格差是正に努めることを求める。

４．町道対策
⑴除雪対策について、令和５年１月の大雪の際には、除雪体制が機能せず、町内は路線バスを含め大混乱と
　なった。その経験を活かし、除雪体制の強化を求める。
⑵町道管理について、危険木や障害木などの樹木の伐採を行い、安全確保を求める。

民生教育常任委員会よりの要望

総務経済常任委員会よりの要望
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QRコードの読み取り方

①カメラ・ビデオを
　タップする。

②カメラを起動し、
枠の中心になるよう
QRコードをかざすと、
自動で読み込みます。

①カメラアプリを
タップしてカメラを
起動する。

③認識した文字をタップ
すると、読み込みます。

②QRコードに近づけると
自動で読み込み、認識した
文字が表示されます。

③読み取り結果（青い文字）
をタップすると、読み込み
ます。

QRコードを読み取ると、
青い文字で表示されます。

（
ら
く
ら
く
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
・

A
n
d
r
o
i
d
）

（
A
n
d
r
o
i
d
）

ア
ン
ド
ロ
イ
ド

ア
ン
ド
ロ
イ
ド

　各議員の一般質問のページの顔写真の下にＱＲコードを入れています。スマホかタブレットで
読み取りをすると各議員の６月議会での一般質問を映像で見ることが出来ます。

　
二
十
五
番
、
二
十
六
番
と
進
ん
で
い
く
と
待
ち
構
え

て
い
た
の
が
、
急
こ
う
配
を
ま
っ
す
ぐ
に
上
る
、
こ
の

ル
ー
ト
一
番
の
難
所
。
つ
か
ま
る
木
々
も
あ
ま
り
無
く
、

滑
り
落
ち
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
少
し
ず
つ
前
進
・
登

坂
し
、
や
っ
と
の
思
い
で
尾
根
筋
に
た
ど
り
着
き
ま
し

た
。

　
こ
こ
か
ら
は
ま
た
比
較
的
な
だ
ら
か
な
道
を
三
十
七

番
、
三
十
八
番
と
進
み
、
四
十
六
番
で
母
塚
山
頂
上
に

到
着
で
す
。

母
塚
山
頂
上
を
お
間
違
え
無
く

　
観
音
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
展
望
駐
車
場
の
辺
り
を

頂
上
と
勘
違
い
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

は
。
本
当
の
頂
上
は
観
音
像
か
ら
尾
根
道
を
４
０
０
ｍ

ほ
ど
南
側
に
進
ん
だ
、
送
電
線
の
鉄
塔
の
先
で
す
。
お

間
違
い
無
く
。

神
々
の
母
神
を
祀
る
尊
い
山

　
こ
の
母
塚
山
は
、
古
事
記
に
記
さ
れ
て
い
る
国
生
み

の
神
で
あ
る
伊
邪
那
岐
命
、
伊
邪
那
美
命
ゆ
か
り
の
地

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
母
神
で
あ
る
伊
邪
那
美
命
が
火
の
神
を
お
産
み
に
な

り
火
傷
で
亡
く
な
っ
た
後
、
八
百
萬
の
神
た
ち
が
亡
骸

を
葬
っ
た
山
で
あ
る
と
い
う
の
が
母
塚
山
と
い
う
名
の

由
来
だ
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
葬
儀
の
後
に
身
体
を
清

め
る
た
め
に
速
秋
津
比
売
と
い
う
水
神
が
杖
を
立
て
て

湧
き
出
さ
せ
た
清
水
が
、
麓
の
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン

タ
ー
横
の
フ
ロ
ヤ
の
泉
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
頂
上
か
ら
、
三
崎
や
谷
川
の
辺
り
ま
で
海
で

あ
っ
た
往
時
を
想
像
し
つ
つ
赤
猪
岩
神
社
方
面
を
眺
め

れ
ば
、
そ
こ
に
は
大
き
な
袋
を
肩
に
か
け
た
人
影

が
・
・
・
。

な
か
な
か
手
ご
わ
い
下
り
坂

　
頂
上
を
過
ぎ
れ
ば
こ
の
後
は
下
り
道
で
す
。
展
望
駐

車
場
方
向
に
少
し
進
み
、
五
十
九
番
か
ら
尾
根
道
を
外

れ
柏
尾
集
落
の
北
側
に
向
っ
て
九
十
九
折
の
山
道
を
下

り
ま
す
。
木
の
根
に
躓
い
た
り
、
膝
が
笑
い
そ
う
に

な
っ
た
り
し
な
が
ら
も
ス
タ
ー
ト
か
ら
約
２
時
間
後
、

何
と
か
無
事
に
終
点
の
柏
尾
公
民
館
に
到
着
し
八
十
八

番
の
お
地
蔵
さ
ん
に
手
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

地
元
で
保
全

　
こ
の
巡
拝
コ
ー
ス
が
作
ら
れ
、
お
地
蔵
さ
ん
が
安
置

さ
れ
て
か
ら
百
年
近
く
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
一

時
は
歩
く
人
も
無
く
荒
れ
放
題
だ
っ
た
時
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
が
、
今
で
は
４
月
の
終
わ
り
に
柏
尾
集
落
総
出

で
草
刈
り
等
が
行
わ
れ
、
現
存
の
全
て
の
お
地
蔵
さ
ん

の
穏
や
か
な
お
顔
を
拝
す
る
こ
と
が
出
来
る
環
境
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
木
々
の
息
吹
と
聖
地
の
厳
粛
さ
が
感
じ
ら
れ
る
こ
の

母
塚
山
の
巡
拝
コ
ー
ス
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
挑
戦
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

広報常任委員会より

　南部町議会では、読む「議会だより」だけではなく観る「議会だより」とし
て、一般質問や議案に対する賛成反対討論の様子をYouTubeでも発信してい
ます。
　活字離れが進むなか、SNSで情報を得る人が増えています。スマートホン
に鳥取南部町議会チャンネルを登録してぜひ議会の様子を観て下さい。

南部町議会を
　　視聴してください
南部町議会を
　　視聴してください

う
し
ろ
の
ペ
ー
ジ
よ
り
お
読
み
く
だ
さ
い

ま
つ

い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と

い
ざ
な
み
の
み
こ
と

い
ざ
な
み
の
み
こ
と

や
お
よ
ろ
ず

は
や
あ
き
つ
ひ
め
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南
部
町
議
会
で
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
（
紙
を
少
な
く
す
る
）
の
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
12
月
議
会
か
ら
各

議
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
貸
与
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
９
月
、
12
月
議
会
で
は
議
員
一
人

が
受
け
取
る
資
料
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
で

１
，
０
０
０
ペ
ー
ジ
を
超
え
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
れ
を
節
約
し
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
１
台
に
す
る
の
で
す
が
、
活

用
方
法
は
色
々
と
あ
り
ま
す
。

　
南
部
町
で
は
２
０
５
０
年
ま
で
に

二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
宣
言

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
に
は

こ
の
目
標
も
関
連
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
議
会
ま
で
に
も
う
少
し
、
使

い
方
に
慣
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

あ
と
が
き

広
報
常
任
委
員
会

　委
員
長

　
　
　
　加
藤

　
　学

　副
委
員
長

　
　
　﨏
田

　光
雄

　委

　員

　
　
　
　景
山
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　板
井

　
　隆

　
　
　
　
　
　
　
　白
川

　立
真

　

　
　
　
　
　
　
　
　長
束

　博
信

　
　
　
　
　
　
　
　仲
田

　司
朗

　
　
　
　
　
　
　
　荊
尾

　芳
之

母
塚
山
の
お
大
師
信
仰

町議会広報

探検隊
NO.15

尊
い
山
の
八
十
八
対
の
お
地
蔵
さ
ん
（
柏
尾
）

　柏
尾
集
落
に
は
、
母
塚
山
の
頂
上
を

経
由
し
一
回
り
し
て
戻
っ
て
く
る
道
沿

い
に
、
八
十
八
対
の
お
地
蔵
さ
ん
が
安

置
さ
れ
て
い
る
弘
法
大
師
信
仰
の
巡
拝

コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
今
は
無
き
天
津

小
学
校
時
代
に
同
級
生
と
登
っ
た
こ
の

母
塚
山
の
お
地
蔵
さ
ん
の
道
を
55
年
ぶ

り
に
辿
っ
て
み
ま
し
た
。

多
く
の
寄
進
者
に
よ
り
作
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　信
仰
の
道

　こ
の
お
地
蔵
さ
ん
の
巡
拝
コ
ー
ス
は
、

昭
和
の
初
期
、
柏
尾
集
落
で
お
大
師
さ

ん
を
信
仰
し
て
お
ら
れ
た
有
志
の
呼
び

か
け
に
よ
り
、
柏
尾
集
落
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
、
町
内
外
の
多
く
の
皆
さ
ん
の

大
師
像
や
薬
師
地
蔵
等
の
仏
像
寄
進
に

よ
り
作
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　起
点
と
終
点

と
な
る
一
番
と

八
十
八
番
の
お

地
蔵
さ
ん
が
安

置
さ
れ
て
い
る

柏
尾
公
民
館

（
薬
師
堂
）
で

一
番
の
お
地
蔵
さ
ん
に
道
中
の
無
事
を

祈
願
し
出
発
。
集
落
の
南
側
を
回
り
込

む
よ
う
に
農
道
や
あ
ぜ
道
を
進
み
六
番

か
ら
林
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。
当
分
の

間
は
山
裾
の
な
だ
ら
か
な
林
間
ル
ー
ト

を
お
地
蔵
さ
ん
の
番
号
を
確
認
し
な
が

ら
進
み
ま
す
。

思
わ
ぬ
難
所
あ
り

　順
調
に
進
ん
で
い
た
の
も
束
の
間
、

沢
を
渡
っ
た
三
叉
路
で
進
路
の
選
択
に

失
敗
。
お
地
蔵
さ
ん
が
発
見
で
き
な
い

ま
ま
数
百
メ
ー
ト
ル
進
ん
で
や
っ
と
引

き
返
す
勇
気
が
出
、
三
叉
路
ま
で
戻
っ

て
ま
た
迷
い
、
三
度
目
に
や
っ
と
正
し

い
ル
ー
ト
に
復
帰
で
き
ま
し
た
。

21
ペ
ー
ジ
に
続
く

は

つ
か

さ
ん

か
し
お


